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はじめに

『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』は、Oracle Solarisシステム管理に関
する重要な情報を提供するドキュメントセットの一部です。このガイドでは、Oracle
Solarisのサービス管理機能 (SMF)と、障害管理アーキテクチャー (FMA)に焦点を当
てます。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステムにつ
いては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを参照してください。このド
キュメントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記しま
す。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

7
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体 説明 例

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのシステムプロンプトと
スーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例で、シェルプロンプト
は、一般ユーザーまたは特権を持つユーザーのどちらがコマンドを実行するのかを
示します。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに

Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理 • 2014年 1月8



サービスの管理 (概要)

この章では、Oracle Solarisのサービス管理機能 (SMF)の概要について説明します。ま
た、実行レベルに関する情報も提供します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 10ページの「SMFについて」
■ 11ページの「SMFの概念」
■ 19ページの「SMF管理およびプログラミングインタフェース」
■ 20ページの「SMFコンポーネント」
■ 24ページの「SMFの互換性」
■ 24ページの「実行レベル」
■ 27ページの「/etc/inittabファイル」

SMFに関連する手順については、29ページの「サービスのモニタリング (タスク
マップ)」を参照してください。実行レベルに関連する手順については、48ページ
の「実行制御スクリプトの使用 (タスクマップ)」を参照してください。

このリリースの SMFについて
このリリースには次の新しい SMF機能が追加されました。

■ svccfg editpropコマンドを使用した SMFプロパティー編集が、次の改善により
強化されました。

■ インスタンスが選択されたときに合成ビューが表示されます。また、たとえば
インスタンスまたはサービスのいずれかといった、プロパティーが定義されて
いる場所も表示されます。

■ デフォルトでは、editpropサブコマンドは、メソッド、依存関係、または
SMFテンプレート定義などの SMFインフラストラクチャープロパティーを表
示しません。

1第 1 章
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詳細は、42ページの「1つのサービスの複数プロパティーを変更する方法」およ
びOracle Solaris 11 Update 1システムの svccfg(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

■ svcpropコマンドが変更され、SMFテンプレート定義が出力に表示されなくなり
ました。必要に応じてテンプレート定義を含めるための -aオプションがありま
す。詳細は、Oracle Solaris 11 Update 1システムの svcprop(1)のマニュアルページ
を参照してください。

■ svcbundleコマンドがこのリリースに追加されました。このコマンドによ
り、SMFマニフェストおよびプロファイルを作成できます。詳細は、35ページ
の「SMFサービスを作成する方法」, 39ページの「SMFプロファイルを作成する
方法」およびOracle Solaris 11 Update 1システムの svcbundle(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

SMFについて
SMFにより、アプリケーションおよびシステムサービスの管理が容易になりま
す。フレームワークインフラストラクチャーによって、従来のUNIX起動スクリプ
ト、init実行レベル、および構成ファイルが補強されます。SMFは、アプリ
ケーション間またはサービス間の関係を定義し、依存するサービスを必要なときに
自動的に再起動できるようにするためのメカニズムを提供します。各サービスを管
理するために必要な情報はサービス構成リポジトリに格納されます。このリポジト
リは、各サービスを管理するための簡易な手段を提供します。

SMFでは、管理者がサービスに対して呼び出すことのできる一連のアクションを定
義します。svcadmコマンドによって手動で操作できるこれらのアクションには、有
効化、無効化、リフレッシュ、再起動、マークなどがあります。各サービスは、管
理アクションを実行するサービスリスタータによって管理されます。通常、アク
ションを実行する場合、リスタータはサービスに対していくつかのメソッドを実行
します。各サービスのメソッドは、サービス構成リポジトリで定義されます。リス
タータは、これらのメソッドを使って、サービスをある状態から別の状態へ移行で
きます。

サービス構成リポジトリでは、フォールバックができるように、各サービスが正常
に起動されたときにサービスごとのスナップショットを取ります。また、リポジト
リを使用すると、一貫した永続的な方法でサービスを有効または無効にした
り、サービスの状態を一貫して表示したりできます。この機能は、サービスの構成
に関する問題を修正するのに役立ちます。

SMFについて
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SMFを使用する利点
SMFによって提供されるフレームワークにより、サーバー上で実行中のすべての
サービスの管理が容易になります。具体的には、フレームワークによって次のこと
が提供されます。

■ 失敗したサービスを、それが管理者エラーまたはソフトウェアバグの結果として
失敗したか、修正不能なハードウェアエラーの影響によるかどうかにかかわら
ず、依存関係の順序に従って自動的に再起動します。依存関係の順序は依存関係
ステートメントによって定義されます。

■ サービスオブジェクトを svcsコマンドで表示でき、svcadmおよび svccfgコマン
ドで管理できます。また、svcs -pを使用すると、SMFサービスとレガシーの
init.dスクリプトの両方について、サービスとプロセスの間の関係を表示するこ
ともできます。

svcadmコマンドは、サービスを有効または無効にすることも可能です。これらの
変更は、アップグレードおよびリブート後も持続します。-tオプションを使用し
た場合、変更は一時的です。

■ svcs -xを使用することで、サービスが実行されない理由の説明を提供することに
より、サービスに関するデバッグおよび質問の作成が簡単になります。また、こ
の処理はサービスごとの個別および永続的なログファイルによって容易になりま
す。

■ 管理者が root以外のユーザーにタスクを安全に委任するための能力が高まり、こ
れにはプロパティーを変更したり、システム上のサービスを有効化、無効化、ま
たは再起動したりする能力が含まれます。

■ サービスの依存関係に従ってサービスを並列で起動することにより、大規模シス
テムで高速にブートします。シャットダウン中は逆の処理が実行されます。

■ 可能な場合には既存の管理方法との互換性を維持します。たとえば、顧客および
ISVから提供されるほとんどの rcスクリプトは、通常どおり機能します。

SMFの概念
このセクションでは、SMFフレームワーク内で使われる用語とその定義をいくつか
紹介します。これらの用語は、ドキュメント全体で使用されます。SMFの概念を理
解するには、これらの用語を理解する必要があります。

SMFサービス
SMFフレームワークでの基本的な管理単位は「サービスインスタンス」です。各
SMFサービスはシステム上で複数回実行でき、わずかに異なる構成の要因となりま
す。これらの異なる構成は、サービスインスタンスと呼ばれます。各インスタンス

SMFの概念
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はサービスの特定の構成です。たとえば、Webサーバーはサービスです。ポート 80
で待機するよう構成されたWebサーバーデーモンはインスタンスです。Web
サーバーサービスの各インスタンスには、異なる構成要件を設定できます。サービ
スにはシステム全体の構成要件が設定されていますが、各インスタンスでは必要に
応じて特定の要件をオーバーライドできます。1つのサービスの複数のインスタンス
は、サービスオブジェクトの子オブジェクトとして管理されます。

サービスは、in.dhcpdや nfsdなどの標準の長年続いているシステムサービスだけで
はなく、ISVアプリケーションを含むさまざまなシステムエンティティーも表しま
す。また、次のような今まであまり使われなかったエンティティーを表すこともで
きます。

■ 物理ネットワークデバイス
■ IPアドレス構成
■ カーネル構成情報
■ マルチユーザー実行レベルなど、システムの init状態に対応するマイルストーン

一般に、サービスはアプリケーションやほかのサービス (ローカルやリモート)に機
能リストを提供するエンティティーです。サービスは、暗黙的および明示的に宣言
されたローカルサービスのリストに依存しています。

マイルストーンは特別な種類のサービスです。マイルストーンサービスは、システ
ム即応性のレベルを表します。たとえば、実行レベルは SMFではマイルストーンに
よって表されます。また、マイルストーンを使用すると、ネームサービスの場合の
svc:/milestone/name-services:defaultや sysconfigサービスの場合の
svc:/milestone/config:defaultのようなサービスグループの即応性を示すこともで
きます。

SMFの依存関係
依存関係は、サービス間の関係を定義します。これらの関係により、すべての
サービスを再起動するのではなく、障害の影響を直接受けているサービスのみを再
起動することにより、障害を的確に封じ込めることができます。依存関係によ
り、スケーラブルで再現可能な初期化プロセスも実現します。最後に、正確な依存
関係の定義によって、すべての独立したサービス群を並列的に起動できるため、並
列性の高い最新のマシン群をシステムのスタートアップで利用することが可能にな
ります。

サービスの再起動動作は、依存関係ごとの restart_on属性によって定義されま
す。依存するサービスがエラーや別の理由で停止した場合、あるいはリフ
レッシュされた場合に停止するようサービスを構成できます。このプロセスに
よってサービスが停止されたあと、依存するサービスが起動するとすぐに、サービ
スは自動的に再起動されます。たとえば、sshサービスには、network/ipfilter

サービスに対する依存関係があります。restart_on属性は errorに設定されてお
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り、この場合、network/ipfilterサービスがエラーによって停止すると、sshサービ
スが停止され、自動的に再起動されます。ほかの種類のイベントが発生した場
合、sshサービスは停止されません。

サービス識別子
各サービスインスタンスの名前は、障害管理リソース識別子 (FMRI)によって付けら
れます。FMRIには、サービス名とインスタンス名が含まれます。たとえば、rlogin

サービスの FMRIは svc:/network/login:rloginとなり、ここで、network/loginは
サービスを、rloginはサービスインスタンスをそれぞれ示します。

次の FMRIの形式はどれも同じです。
■ svc://localhost/system/system-log:default

■ svc:/system/system-log:default

■ system/system-log:default

また、多くの SMFコマンドでは、あいまいさがない場合に、省略したサービス名ま
たはインスタンス名を使用できます。たとえば、長い形式ではなく system-logを直
接使用できます。どの FMRI形式が適切かについては、svcadm(1M)または svcs(1)な
どの SMFコマンドのマニュアルページを参照してください。

サービス名には、各サービスの目的をわかりやすく表す接頭辞が含まれます。これ
らの接頭辞には、application、device、milestone、network、systemなどの名前が
含まれます。site接頭辞はサイト固有のカスタマイズ用に予約されているた
め、svc:/site/service-nameという名前のサービスは、Oracle Solarisリリースで配布
されるサービスと競合しないことを意味します。

また、従来の init.dスクリプトは、svcではなく lrcで始まる FMRIで表現され、た
とえば lrc:/etc/rc2_d/S47pppdとなります。レガシーサービスの、システムブート
中の初期起動時間は svcsコマンドを使用して表示されます。ただし、SMFを使用し
てこれらのサービスを管理することはできません。

初期のシステム配備中、/etc/inetd.confに記述されたサービスは自動的に SMF
サービスに変換されます。これらのサービスの FMRIは多少異なります。変換された
inetdサービスの構文は次のとおりです。

network/service-name/protocol

また、RPCプロトコルを使用するサービスの構文は次のとおりです。

network/rpc-service-name/rpc_protocol

ここで、service-nameは /etc/inetd.confに定義されている名前であり、protocolはそ
のサービスに使用されるプロトコルです。inetconvコマンドを使用して、初期シス
テム配備後に inetd.confエントリを変換することができます。
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サービスの状態
svcsコマンドは、サービスインスタンスの状態、開始時間、および FMRIを表示し
ます。各サービスの状態は次のいずれかになります。

■ degraded –サービスインスタンスは有効ですが、限られた能力で実行されていま
す。

■ disabled –サービスインスタンスは無効で、実行されていません。
■ legacy_run –従来のサービスは SMFによって管理されませんが、監視することは
できます。この状態は従来のサービスでのみ使用されます。

■ maintenance –サービスインスタンスに、管理者が解決しなければならないエ
ラーが発生しました。

■ offline –サービスインスタンスは有効ですが、サービスが実行されていない
か、利用できる状態にありません。

■ online –サービスインスタンスは有効で、正常に起動されました。
■ uninitialized –この状態は、すべてのサービスの構成が読み込まれる前の初期状
態です。

遷移中のインスタンスの状態にはアスタリスク「*」が付加されます。疑問
符「?」は、状態が存在しないか、認識されない場合に表示されます。

SMFマニフェスト
SMFマニフェストは、サービスと一連のインスタンスを記述するXMLファイルで
す。マニフェストをインポートすることにより、サービスのプロパティーとインス
タンスがサービス構成リポジトリにロードされます。SMFマニフェストの詳しい内
容については、service_bundle(4)のマニュアルページを参照してください。マニ
フェストを簡単に作成するためのツールの説明については、svcbundle(1M)のマ
ニュアルページも参照してください。

マニフェストの推奨される場所は /lib/svc/manifestです。この場所に格納されたマ
ニフェストは、ブートプロセスの間、どのサービスが起動するよりも前に
svc:/system/early-manifest-import:defaultサービスによってインポートおよび
アップグレードされます。インポートプロセスを早期に実行することによ
り、サービスが起動するよりも先に、最新のマニフェストに含まれる情報がリポジ
トリに確実に取り込まれます。その他の時点では svcadm restart manifest-importコ
マンドを実行することによって、これらのマニフェストから情報をインポートでき
ます。/var/svc/manifestは互換性目的で引き続き利用できますが、この場所にある
マニフェストは、svc:/filesystem/minimal:defaultインスタンスがオンラインにな
るまでの間、すなわち /varがマウントされるまでの間、インポートもアップグ
レードもされません。
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Oracleまたはサードパーティーのソフトウェアベンダーによって配布されるマニ
フェストに変更を加えないでください。アップグレード時にカスタマイズがすべて
失われるため、/lib/svc/manifestおよび /var/svc/manifest内のマニフェストを直
接編集しないでください。代わりに、サイトプロファイルを作成してサービスをカ
スタマイズするか、svccfgまたは inetadmコマンドを使用してプロパティーを直接操
作してください。/lib/svc/manifest/siteおよび /var/svc/manifest/siteディレクト
リも、サイト固有の用途のために予約されています。Oracle Solarisリリースは、これ
らのディレクトリにはマニフェストを配布しません。

Oracle Solaris 11リリースでは、複数のマニフェストを使用して単一のサービスを記
述することができます。これはたとえば、サービスの既存のマニフェストを変更す
ることなく、サービスの新しいインスタンスを定義するために役立ちます。同じ
サービスまたはインスタンスについて、同じ管理レイヤー内の同じプロパティーが
複数のマニフェストで定義されている場合、SMFは、どの値を使用するかを決定で
きません。このような競合が検出された場合、インスタンスはmaintenance状態に置
かれます。レイヤーに関する詳細は、16ページの「SMF管理レイヤー」を参照して
ください。

SMFプロファイル
SMFプロファイルは、システムによって配布されるサービスおよびインスタンスの
カスタマイズに使用するXMLファイルです。プロファイルにより、複数のスクリプ
トではなく 1つのファイルを使用してカスタマイズを実行できます。また、配布時
またはインストール時に構成をカスタマイズすることも可能になります。

すべての構成は、プロファイルを使用してカスタマイズできます。

ローカルカスタマイズは、名前の接尾辞が .xmlのファイルに記述し、このファイル
を /etc/svc/profile/siteディレクトリに置く必要があります。このディレクトリ内
のすべてのカスタマイズは、システムのブート時、または svcadm restart

manifest-importコマンドの実行時に適用されます。

マニフェストと同様に、/etc/svc/profile/site内のファイル間で競合する構成定義
は競合として扱われ、影響を受けるインスタンスはmaintenance状態に置かれます。

システムプロファイルもインストール中に適用されま
す。/etc/svc/profile/generic.xml内のシステムプロファイルへの変更が必要になる
ことはほとんどありません。詳細は、smf_bootstrap(5)のマニュアルページを参照し
てください。

プロファイルの使用方法については、41ページの「SMFプロファイルを適用する方
法」を参照してください。
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サービス構成リポジトリ
サービス構成リポジトリには、永続的な構成情報と SMF実行時サービスデータが格
納されます。リポジトリは、ローカルメモリーとローカルファイルの間で割り当て
られます。サービス構成リポジトリは、SMFインタフェースを使ってのみ操作また
は照会できます。リポジトリの操作やアクセスの方法については、svccfg(1M)およ
び svcprop(1)のマニュアルページを参照してください。サービス構成リポジトリ
デーモンについては、svc.configd(1M)のマニュアルページで扱われていま
す。サービス構成ライブラリについては、libscf(3LIB)のマニュアルページに記載さ
れています。

リポジトリ内のプロパティーは、サービスまたはインスタンスのどちらかに対して
定義できます。サービスに対して設定されるプロパティーは、そのサービスのすべ
てのインスタンスによって共有されます。インスタンスに対して設定されるプロパ
ティーはそのインスタンスのみによって使用され、サービスのプロパティーを
オーバーライドできます。

svccfgコマンドは、プロパティーの生のビューを提供し、プロパティーがサービス
とインスタンスのどちらに対して定義されているかを正確に示します。svccfgコマ
ンドを使用してサービスを表示する場合、インスタンスのプロパティーを見ること
はできません。インスタンスを表示する場合、サービスのプロパティーを見ること
はできません。svcpropコマンドは、インスタンスの合成ビューを提供し、インスタ
ンスのプロパティーとサービスのプロパティーの両方が単一のプロパティー名前空
間に結合されます。サービスインスタンスが起動されるときは、そのプロパ
ティーの合成ビューが使用されます。

すべての SMF構成変更は、Oracle Solaris監査フレームワークを使用してログに記録
することができます。詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービ
ス』の「監査サービスの構成 (タスクマップ)」を参照してください。

SMF管理レイヤー
Oracle Solaris 11リリースで、プロパティー、プロパティーグループ、インスタン
ス、およびサービスのソースを記録する情報がサービス構成リポジトリに追加され
ました。ユーザーはこの情報によって、どのデータが管理者によるカスタマイズで
あり、どのデータがソフトウェアとともに配布されたかを判別できます。
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エンティティーのソースを識別しやすくするために、次のレイヤーが定義されてい
ます。

■ adminレイヤーには、SMFコマンドを使用して、または libscf(3LIB) APIを呼び出
すことによって行われるすべての変更が含まれます。

■ site-profileレイヤーには、/etc/svc/profile/siteディレクトリ内のファイ
ル、またはレガシーの /etc/svc/profile/site.xmlおよび
/var/svc/profile/site.xmlプロファイルからの値が含まれます。

■ system-profileレイヤーには、システムプロファイルの場所である
/etc/svc/profile/generic.xmlおよび /etc/svc/profile/platform.xmlからの値が
含まれます。

■ manifestレイヤーには、システムマニフェストディレクトリである
/lib/svc/manifestまたは /var/svc/manifestからの値が含まれます。

プロパティー名ごとに 1つのプロパティーを想定する既存のクライアントとの互換
性を維持するため、またオーバーライド用のポリシーを作成するために、レイ
ヤー化は単純なオーバーライド動作を備えます。adminレイヤーが優先されま
す。adminレイヤーにプロパティーの値がある場合、この値がサービスによって使用
される値となります。そうでない場合、site-profileレイヤー、system-profileレ
イヤー、そして最後に manifestレイヤーの順に確認が行われます。この動作によ
り、ローカルのカスタマイズが、システムのインストール時に提供された値よりも
優先されます。

これらのレイヤーはシステムによって自動的に管理されます。管理者がリポジトリ
に直接加える変更は、adminレイヤーのみに記録されます。ほかのレイヤーは、標準
の場所にファイルを配置するか、標準の場所のファイルを削除することによっての
み、変更されます。ファイルの内容に応じてプロパティーがリポジトリに配置され
るとき、そのプロパティーについての情報には、内容の起源であるファイルの名前
が含まれます。

管理者が svccfgまたは libscfの呼び出しを使用して下位レイヤーを直接変更するこ
とはできません。svccfg delete、svccfg delpg、または svccfg delprop コマンドを
使用するとき、エンティティーは完全に削除されるのではなく非表示になりま
す。通常、ユーザーは削除されたエンティティーを見ることができませんが、非表
示のエンティティーは必要に応じて、svccfg listcustコマンドを使用して明示的に
探査、また svccfg delcustコマンドを使用して非表示を解除することができま
す。非表示のエンティティーを探査することによって、管理者は非表示が解除され
たときに構成がどのように表示されるかを確認でき、動作中のシステムに悪影響を
及ぼすことなく変更を行うことができます。

svccfg listpropコマンドには、これらのレイヤーの探査を有効にするオプションが
あります。たとえば svccfg listprop -l all は、すべてのレイヤーと各レイヤーでの
値を出力します。加えて、svccfg listcustコマンドを使用して、カスタマイズのみ
を一覧表示することができます。

SMFの概念

第 1章 • サービスの管理 (概要) 17

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=REFMAN3Flibscf-3lib


SMFリポジトリのバックアップ
SMFでは、次に示すリポジトリのバックアップを自動的に行います。
■ ブートバックアップは、システムを起動するたびに、リポジトリに対する最初の
変更が行われる直前に行われます。

■ サービスが新しいマニフェストをインポートしたか、アップグレードスクリプト
を実行した場合、manifest_importのバックアップ
は、svc:/system/early-manifest-import:defaultまたは
svc:/system/manifest-import:defaultが完了したあとに発生します。

タイプごとに 4つのバックアップがシステムによって管理されます。必要に応じ
て、もっとも古いバックアップから削除されます。バックアップは
/etc/svc/repository -type-YYYYMMDD_HHMMSWSという名前で格納され、ここ
で、YYYYMMDD (年、月、日)とHHMMSS (時、分、秒)は、バックアップが行われ
た日時です。時間は 24時間形式で表されます。

エラーが発生した場合は、これらのバックアップからリポジトリを復元できま
す。そのためには、/lib/svc/bin/restore_repositoryコマンドを使用します。詳細
は、53ページの「破壊されたリポジトリを修復する方法」を参照してください。

SMFスナップショット
サービス構成リポジトリ内のデータには、編集可能な構成情報のほかにスナップ
ショットもあります。各サービスインスタンスに関するデータは、スナップ
ショットに格納されます。標準のスナップショットは、次のとおりです。

■ initial –目録の最初のインポート時に取られる
■ running – svcadm refreshの実行時に取られます
■ start –最後に起動が成功したときに取られる

SMFサービスは常に runningスナップショットを使って実行します。このスナップ
ショットが存在しない場合は、自動的に作成されます。

svccfgコマンドは、現在のプロパティー値を変更するために使用します。それらの
値は、svcadm refreshコマンドを実行して、実行中のスナップショットにそれらの
値を統合した時点で、サービスから認識できるようになります。svccfgコマンドを
使用すると、別のスナップショット内のインスタンス構成を参照したり、またはそ
の構成に戻したりすることもできます。

SMFサービスのエラーログ
サービスまたはそのメソッドが生成するエラーなどのサービス固有情報に加え
て、有効化アクションや開始時間などについての情報が、サービスインスタンスご
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とに、/var/svc/log 内の個別ファイルにログとして記録されます。サービスのログ
ファイルの名前を調べるには、svcs -x serviceコマンドを実行します。

SMFはデフォルトで、管理者による介入が必要な場合 (たとえば、サービスが
maintenance状態になった場合)にのみ、syslogプログラムとコンソールにログ
メッセージを書き込みます。ほかのオプションも使用可能ですが、めったに使用さ
れません。可能性のあるその他の構成については、svc.startd(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

エラーログに加えて、FMAイベントの発生時、あるいは、サービスが service状態に
(またはその状態から別の状態に)遷移したときに通知を出すよう、SMFサービスを
構成することができます。これらの通知では、SNMP (Simple Network Management
Protocol)または SMTP (Simple Mail Transfer Protocol)を使用できます。SMF通知の設
定については、33ページの「SMF遷移イベントの通知を設定する方法」を参照して
ください。

SMF管理およびプログラミングインタフェース
このセクションでは、SMFの使用時に利用できるインタフェースについて簡単に説
明します。

SMFコマンド行管理ユーティリティー
SMFには、SMFとやりとりしたり、標準の管理タスクを実行したりする 1連のコマ
ンド行ユーティリティーが用意されています。SMFの管理には、次のユーティリ
ティーを使用できます。

表 1–1 サービス管理機能のユーティリティー

コマンド名 機能

svcadm サービスインスタンスの有効化、無効化、再起動などの一般的な
サービス管理タスクを実行できます。

svcbundle 新しい SMFマニフェストおよびプロファイルを自動的に生成しま
す。

svccfg サービス構成リポジトリの内容を直接、表示および操作できま
す。注:このコマンドによって表示される内容は、選択されたエン
ティティーだけについての内容であって、サービスおよびインスタ
ンスのプロパティーの組み合わせについての内容ではありません。

svcprop シェルスクリプトでの使用に適した出力形式で、サービス構成リポ
ジトリからプロパティー値を取り出します。注:このコマンドに
よって表示される内容は合成されており、サービスとインスタンス
の両方に設定されているプロパティーを含みます。

SMF管理およびプログラミングインタフェース
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表 1–1 サービス管理機能のユーティリティー (続き)
コマンド名 機能

svcs サービス構成リポジトリ内のすべてのサービスインスタンスの
サービス状態を詳細に表示できます。

inetadm inetdによって制御されるサービスを監視または構成できます。

サービス管理構成ライブラリインタフェース
SMFには、svc.configdデーモンを介してサービス構成リポジトリとのやりとりを行
うための一連のプログラミングインタフェースとして、libscf(3LIB) APIが用意され
ています。このデーモンは、ローカルのリポジトリデータストアに対するすべての
要求を判定します。サービス構成リポジトリ内のサービスとの最低レベルのやりと
りの手段として、1連の基本的なインタフェースが定義されています。これらのイン
タフェースを使うと、トランザクションやスナップショットなどのサービス構成リ
ポジトリのすべての機能にアクセスできます。

多くの開発者は、SMFとやりとりするための一般的なタスクのみを必要としていま
す。これらのタスクは、便利な機能として基本サービスの上位で実装され、実装に
かかる負荷を軽減しています。

SMFコンポーネント
SMFには、マスターリスタータデーモンと委任リスタータがあります。加え
て、個々のサービスまたはサービスインスタンスは構成データをプロパティーに格
納できます。これらのプロパティーはプロパティーグループに整理され、管理が容
易になっています。

SMFマスターリスタータデーモン
svc.startdデーモンは、マスタープロセスのスタータおよびリスタータです。この
デーモンは、システム全体のサービス依存関係を管理する役割を担っています。適
切な実行レベルで適切な /etc/rc*.dスクリプトを起動することは、以前は initの役
割でしたが、現在はこのデーモンの役割です。まず、svc.startdはサービス構成リ
ポジトリに格納されている情報を取り出します。次に、サービス依存関係が満たさ
れたときにそのサービスを起動します。また、失敗したサービスの再起動や、依存
関係が満たされなくなったサービスの停止も行います。デーモンはプロセス消滅な
どのオペレーティングシステムイベントを使用して、サービスの状態を追跡しま
す。

SMFコンポーネント
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SMF委任リスタータ
一部のサービスは、起動時に共通の動きが見られます。これらのサービス間に共通
性を持たせるために、委任リスタータがこれらのサービスに対する責任を負うこと
があります。また、より複雑な再起動やアプリケーション固有の再起動を行えるよ
うにする場合にも委任リスタータを使用できます。委任リスタータは、別のメ
ソッド群をサポートできますが、マスターリスタータと同じサービス状態をエクス
ポートします。リスタータの名前は、サービスとともに格納されます。委任リス
タータの例には、インターネットサービスを常に実行しておくのではなく、要求に
応じて起動できる inetdがあります。各サービスの定義済みリスタータは、svcs -l

コマンドを使用して表示できます。

SMFプロパティーとプロパティーグループ
サービス構成リポジトリ内のすべての情報は、プロパティーグループによってグ
ループ化される一連のプロパティーとして格納されます。プロパティーグループ
は、さまざまな種類のサービス情報をグループ化するために使用されます。プロパ
ティーグループは、個々のサービスだけでなくシステムにも適用できます。一般的
なシステム定義のプロパティーグループには、次のものがあります。

■ general –サービスインスタンスについての情報を格納します。インスタンスが有
効かどうかを定義する general/enabledプロパティーを含みます。

■ restarter –サービスのリスタータによって格納される実行時の情報を格納しま
す。サービスの現在の状態を示す restarter/stateプロパティーを含みます

■ start –起動方法の定義を格納します。サービスを起動するためにどのプログラム
を実行するかを定義する start/execプロパティーを含みます。

他の一般的なプロパティーグループに、configがあります。configプロパティーグ
ループはシステムで定義されないため、サービス開発者がサービスデータを保持す
るために使用できます。プロパティーとプロパティーグループの詳細は、smf(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

サービス構成リポジトリ内の情報の管理
SMFを使用して情報を表示、変更、または削除する方法は多数あります。このセク
ションでは、用途ごとにどの方法が最適かについて説明します。

サービス構成リポジトリ内の情報の管理
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SMF情報の表示
svccfgおよび svcpropコマンドを使用して、サービス構成リポジトリ内の情報を表示
できます。これらのコマンドの完全な説明については、svccfg(1M)および
svcprop(1)のマニュアルページを参照してください。

■ svcprop –実行中のスナップショットでプロパティーグループまたはプロパ
ティーに割り当てられている値を一覧表示します。このコマンドはサービスの
データとサービスインスタンスのデータを結合するため、包括的な、あるい
は「合成された」データの表示が得られます。

■ svccfg listpg –選択されたサービス、サービスインスタンス、またはスナップ
ショット内のプロパティーグループについての情報を一覧表示します。すべての
プロパティーグループの名前、種類、およびフラグが一覧表示されます。

■ svccfg listprop –選択されたサービス、サービスインスタンス、またはスナップ
ショット内のプロパティーとプロパティーグループについての情報を一覧表示し
ます。プロパティーグループの場合、名前、種類、およびフラグが一覧表示され
ます。プロパティーの場合、名前、種類、および値が一覧表示されます。
■ -l layer_name –サービスまたはサービスインスタンスの指定されたレイ
ヤー内のプロパティーとプロパティーグループを一覧表示します。レイヤー名
に allを使用すると、そのサービスのすべてのレイヤーとプロパティーが一覧
表示されます。個々のサービスおよびサービスインスタンスは別々に表示され
ることに注意してください。

■ -f –プロパティーの起源であるファイル名を一覧表示します。
■ -o –表示するフィールドを選択します。

■ svccfg listcust – site-profileまたは adminレイヤーでのサイトカスタマイズを
一覧表示します。選択されたサービスまたはサービスインスタンスの非表示エン
トリも一覧表示します。
■ -M –非表示エントリのみを一覧表示します。
■ -L –すべてのローカルカスタマイズを表示します。これには、管理者によるカ
スタマイズとサイトプロファイルによるカスタマイズの両方が含まれます。

SMF情報の変更
サービスまたはサービスインスタンスについての情報は、マニフェスト、プロ
ファイル、または svccfgコマンドを使用して変更できます。svccfgコマンドを使用
して行う変更はすべて、adminレイヤーに記録されます。次に示すのは、svccfgコマ
ンドを使用して情報を変更するために使用できるオプションの一部です。

■ addpg –選択されたサービスまたはサービスインスタンスにプロパティーグループ
を追加します

■ addpropvalue –既存のプロパティーに追加の値を割り当てます

サービス構成リポジトリ内の情報の管理
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■ setenv –サービスまたはサービスインスタンスの環境変数を設定します
■ setprop –選択されたサービス内の指定されたプロパティーの値を設定します
■ setnotify –ソフトウェアイベントおよび FMAイベントクラスの通知パラメータ
を設定します

SMF情報の削除
サービスまたはサービスインスタンスについての情報は、svccfgコマンドを使用し
て削除できます。次に示すのは、svccfgコマンドを使用して情報を削除するために
使用できるオプションの一部です。

■ delcust –選択されたサービスの管理者によるカスタマイズをすべて削除します
■ delpropvalue –指定された文字列に一致するすべてのプロパティー値を削除しま
す

■ unsetenv –サービスまたはサービスインスタンスの環境変数を削除します

リポジトリから情報を削除するときの結果は、エンティティーが非表示になる
か、エンティティーが削除されるかの 2つのうちのどちらかです。adminレイヤーの
みで定義されている情報は削除されます。マニフェストまたはプロファイルが起源
の情報は非表示になり、標準のコマンドでは情報が表示されなくなります。情報が
非表示とされるのは、削除を取り消す必要がある場合に情報を容易に利用可能にす
るためです。

SMFとブート
システムをブートするとき、ブートするマイルストーン、または記録されるエ
ラーメッセージのレベルを次のようにして選択できます。

■ 次のコマンドを使用して、ブートする特定のマイルストーンを選択できます。

ok boot -m milestone=milestone

デフォルトは allで、有効化されているすべてのサービスを起動します。noneも
役に立ちます。これは、init、svc.startd、および svc.configdのみを起動
し、サービスを手動で起動できるデバッグ環境を提供します。noneマイルス
トーンの使用手順については、56ページの「どのサービスも起動しないで
ブートする方法」を参照してください。

実行レベルに相当する single-user、multi-user、および multi-user-serverも使
用可能ですが、一般的には使用されません。特に multi-user-serverは、そのマ
イルストーンに依存しない一切のサービスを起動しないため、重要なサービスが
起動されない可能性があります。

■ 次のコマンドを使用して、svc.startdのログのレベルを選択できます。

ok boot -m logging-level

SMFとブート
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選択できるログレベルには quietと verboseがあります。ログレベルの詳細は、
18ページの「SMFサービスのエラーログ」を参照してください。

SMFの互換性
標準のサービスの多くは SMFによって管理されていますが、実行レベルの移行に対
しては /etc/rc*.d内にあるスクリプトが引き続き実行されます。以前のリリースに
含まれていた /etc/rc*.dスクリプトの大半は、SMFの一環として削除されまし
た。残りのスクリプトを引き続き実行できることにより、SMFを使用するように
サービスを変換しなくてもサードパーティーのアプリケーションを追加できます。

さらに、/etc/inittabエントリも引き続き initコマンドによって処理されます。ま
た、修正するパッケージに対しては /etc/inetd.confが使用可能です。初期のシステ
ム配備中、/etc/inetd.confに記述されたサービスは自動的に SMFサービスに変換さ
れます。その後の追加はすべて、inetconvコマンドを使用して変換できます。従来
の実行サービスのステータスは表示できますが、ほかの変更は一切 SMFでサポート
されていません。この変換機能を使用するアプリケーションは、SMFが提供する高
精度の障害の封じ込めによるメリットを受けられません。inetdの最新バージョン
は、初期ブート後に変換するエントリを /etc/inetd.confから探しません。

SMFを利用するために変換されるアプリケーションは、このセクションで示すメカ
ニズムを利用する必要がなくなりました。

実行レベル
システムの実行レベル (init状態とも呼ばれる)は、ユーザーが使用できるサービスと
リソースを定義します。システムが一度に持つことのできる実行レベルは 1つだけ
です。

このリリースには 8つの実行レベルがあります (次の表を参照)。デフォルトの実行レ
ベルは、実行レベル 3として /etc/inittabファイルに指定されています。

表 1–2 Oracle Solarisの実行レベル

実行レベル init状態 タイプ 目的

0 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンして、システムの電源を安全に落とせる
ようにします。

sまたは S シングルユーザー状態 シングルユーザー 一部のファイルシステムがマウントされ使
用可能な状態で、シングルユーザーとして
動作します。

SMFの互換性
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表 1–2 Oracle Solarisの実行レベル (続き)
実行レベル init状態 タイプ 目的

1 システム管理状態 シングルユーザー すべての使用可能なファイルシステムにア
クセスします。ユーザーログインは使用で
きません。

2 マルチユーザー状態 マルチユーザー 通常の運用に使用します。複数の
ユーザーがシステムとすべてのファイルシ
ステムにアクセスできます。NFSおよび
SMBサーバーデーモンを除く、すべての
デーモンが動作します。

3 NFSリソースを共有できるマル
チユーザーレベル

マルチユーザー NFSおよび SMBリソースを共有する通常の
運用に使用します。これがデフォルトの実
行レベルです。

4 マルチユーザー状態 (予備) マルチユーザー デフォルトでは構成されていませんが、顧
客用に使用できます。

5 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンしてシステムの電源を安全に落とせるよ
うにします。可能であれば、この機能をサ
ポートしているシステムでは電源を自動的
に切断します。

6 リブート状態 リブート システムをシャットダウンして実行レベル 0
にしたあと、NFSおよび SMBリソースを共
有するマルチユーザーレベル (または
inittabファイルに指定されたデフォルトの
レベル)でリブートします。

また、svcadmコマンドを使用してシステムの実行レベルを変更することもできま
す。その場合は、実行するときのマイルストーンを選択してください。次の表
は、各マイルストーンに対応する実行レベルを示しています。

表 1–3 実行レベルと SMFマイルストーン

実行レベル SMFマイルストーンの FMRI

S milestone/single-user:default

2 milestone/multi-user:default

3 milestone/multi-user-server:default

実行レベル
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実行レベルとマイルストーンの使い分け
一般に、マイルストーンまたは実行レベルを変更する手順はめったに実行されませ
ん。必要な場合、実行レベルを変更するために initコマンドを使用するとマイルス
トーンも変更され、これは使用するのに適切なコマンドです。initコマンドは、シ
ステムのシャットダウンにも役立ちます。

ただし、noneマイルストーンを使用してシステムをブートすることは、スタート
アップの問題のデバッグ時に非常に役立つ可能性があります。noneマイルストーン
と同等の実行レベルはありません。具体的な手順については、56ページの「どの
サービスも起動しないでブートする方法」を参照してください。

システムの実行レベルを確認する
who -rコマンドを使用すると、実行レベルに関する情報が表示されます。

$ who -r

システムの現在の実行レベルを調べるには、who -rコマンドを使用します。

例 1–1 システムの実行レベルを確認する

次の例では、システムの現在の実行レベルと以前の実行レベルに関する情報を表示
します。

$ who -r

. run-level 3 Dec 13 10:10 3 0 S

$

who -rコマンドの出力 説明

run-level 3 現在の実行レベルを識別します

Dec 13 10:10 実行レベルが最後に変更された日時

3 これも現在の実行レベルを識別します

0 最後にリブートしてからシステムがこの実行レ
ベルになった回数

S 以前の実行レベルを識別します

実行レベル
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/etc/inittabファイル
initまたは shutdownコマンドを使用してシステムをブートしたり、実行レベルを変
更したりすると、initデーモンは /etc/inittabファイルから情報を読み取ってプロ
セスを起動します。/etc/inittabファイルには、initプロセスにとって重要な次の情
報が定義されています。

■ initプロセスが再起動すること
■ 起動、モニターするプロセス、および停止時に再起動するプロセス
■ システムが新しい実行レベルに移行したとき行う処理

/etc/inittabファイル内の各エントリは、次のフィールドからなります。

id:rstate :action:process

次の表で、inittabエントリのフィールドについて説明します。

表 1–4 inittabファイルのフィールドの説明

フィールド 説明

id エントリに固有の (一意の)識別子。

rstate このエントリが適用される実行レベルのリスト。

action プロセスフィールドに指定されたプロセスの実行方法。指定できる値
は、sysinit、boot、bootwait、wait、および respawnです。

ほかの actionキーワードについては、inittab(4)のマニュアルページを参
照してください。

process 実行するコマンドまたはスクリプトを定義します。

例 1–2 デフォルトの inittabファイル

次の例では、リリースでインストールされるデフォルトの inittabファイルを示しま
す。そのあとに、この例の出力の各行についての説明も示します。

ap::sysinit:/usr/sbin/autopush -f /etc/iu.ap (1)
smf::sysinit:/lib/svc/bin/svc.startd >/dev/msglog 2<>/dev/msglog </dev/console (2)
p3:s1234:powerfail:/usr/sbin/shutdown -y -i5 -g0 >/dev/msglog 2<>/dev/... (3)

1. STREAMSモジュールを初期化します
2. SMF用のマスターリスタータを初期化します
3. 電源障害の場合のシャットダウンを指定します

/etc/inittabファイル
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システムが実行レベル3になると実行される処理
1. initプロセスが起動され、svc:/system/environment:init SMFサービスで定義さ
れたプロパティーを読み取って、環境変数を設定します。

2. initプロセスは inittabファイルを読み取り、次の処理を行います。

a. actionフィールドが sysinitになっているすべてのプロセスエントリを実行し
て、ユーザーがログインする前に特別な初期設定処理がすべて行われるように
します。

b. 起動アクティビティーを svc.startdに渡します。

initプロセスが inittabファイルを使用する方法については、init(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

/etc/inittabファイル
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サービスの管理 (タスク)

この章では、サービス管理機能 (Service Management Facility: SMF)の管理とモニターに
必要となるタスクについて説明します。また、実行レベルのスクリプトの管理につ
いても説明します。この章の内容は次のとおりです。

■ 29ページの「SMFサービスのモニタリング」
■ 34ページの「SMFサービスの管理」
■ 41ページの「SMFサービスの構成」
■ 48ページの「実行制御スクリプトの使用」
■ 52ページの「サービス管理機能のトラブルシューティング」

SMFサービスのモニタリング
次の各タスクは、SMFサービスのモニター方法を示したものです。

サービスのモニタリング (タスクマップ)
次のタスクマップに、SMFサービスをモニターするために必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

サービスインスタンスのステータスを
表示します。

実行中のすべてのサービスインスタン
スのステータスを表示します。

30ページの「サービスのステータス
を一覧表示する方法」

サービスに対するカスタマイズを表示
します。

サービスに対する adminレイヤーでの
カスタマイズを表示します。

31ページの「サービスのカスタマイ
ズを一覧表示する方法」

特定のサービスに依存するサービスを
表示します。

指定されたサービスに依存するサービ
スを表示します。

31ページの「特定のサービスに依存
するサービスを表示する方法」
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タスク 説明 参照先

特定のサービスが依存するサービスを
表示します。

指定されたサービスが依存するサービ
スを表示します。この情報があれ
ば、特定のサービスが起動できない原
因を特定しやすくなります。

32ページの「特定のサービスが依存
するサービスを表示する方法」

重要なイベントに関する通知を構成し
ます。

SNMPまたは SMTPを使用し
て、サービス状態の変更または FMA
イベントの通知を送信します。

33ページの「SMF遷移イベントの通
知を設定する方法」

▼ サービスのステータスを一覧表示する方法
この手順は、実行中のサービスを表示する場合に使用できます。

svcsコマンドを実行します。

オプションを指定しないでこのコマンドを実行した場合、FMRIで指定されたサービ
スのステータスレポートが表示されます。
$ svcs -l FMRI

sendmailサービスのステータスを表示する

この例では、依存するサービスを持つサービスのステータスを表示しています。ま
た、-pオプションを使用して、プロセス ID、開始時間、およびコマンド実行に関す
る情報を表示しています。

$ svcs -lp network/smtp:sendmail

fmri svc:/network/smtp:sendmail

name sendmail SMTP mail transfer agent

enabled true

state online

next_state none

state_time Tue Aug 09 19:25:54 2011

logfile /var/svc/log/network-smtp:sendmail.log

restarter svc:/system/svc/restarter:default

contract_id 114

manifest /etc/svc/profile/generic_limited_net.xml

manifest /lib/svc/manifest/network/smtp-sendmail.xml

dependency require_all/refresh file://localhost/etc/mail/sendmail.cf (online)

dependency require_all/refresh file://localhost/etc/nsswitch.conf (online)

dependency optional_all/none svc:/system/filesystem/autofs (online)

dependency require_all/none svc:/system/filesystem/local (online)

dependency require_all/none svc:/network/service (online)

dependency require_all/refresh svc:/milestone/name-services (online)

dependency optional_all/refresh svc:/system/identity:domain (online)

dependency optional_all/none svc:/system/system-log (online)

process 101077 /usr/lib/sendmail -bd -q15m

●
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すべてのサービスのステータスを表示する

次のコマンドを実行すると、システムにインストールされているすべてのサービス
が一覧表示されます。その際、各サービスのステータスも表示されます。このコマ
ンドでは、有効になっているサービスだけでなく、無効になっているサービスも表
示されます。

$ svcs -a

すべての通知パラメータを表示する

次のコマンドは、すべての FMAイベント通知パラメータと SMF状態遷移パラメータ
を一覧表示します。

$ svcs -n

inetdによって制御されるサービスのステータスを表示する

次のコマンドを実行すると、inetdによって制御されるサービスが一覧表示されま
す。サービスごとに、FMRIのほかに、実行状態と有効になっているかどうかが表示
されます。

$ inetadm

▼ サービスのカスタマイズを一覧表示する方法
ローカルのカスタマイズを一覧表示します。

このコマンドを実行すると、選択したサービスの adminレイヤーでの変更がすべて表
示されます。
% /usr/sbin/svccfg -s FMRI listcust

▼ 特定のサービスに依存するサービスを表示する方
法
この手順は、指定されたサービスに依存するサービスインスタンスを確認する方法
を示しています。

特定のサービスに依存するサービスを表示します。
$ svcs -D FMRI

例2–2

例2–3

例2–4

●

●
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multiuserマイルストーンに依存するサービスインスタンスを表示する

次の例は、multiuserマイルストーンに依存するサービスインスタンスを確認する方
法を示しています。

$ svcs -D milestone/multi-user

STATE STIME FMRI

disabled Aug_09 svc:/application/time-slider:default

disabled Aug_09 svc:/application/management/net-snmp:default

online Aug_09 svc:/system/intrd:default

online Aug_09 svc:/system/boot-config:default

online Aug_09 svc:/milestone/multi-user-server:default

▼ 特定のサービスが依存するサービスを表示する方
法
この手順は、指定されたサービスインスタンスが依存するサービスを確認する方法
を示しています。

特定のサービスが依存するサービスを表示します。
$ svcs -d FMRI

multiuserマイルストーンが依存するサービスインスタンスを表示する

次の例では、multiuserマイルストーンが依存するサービスインスタンスを表示して
います。

$ svcs -d milestone/multi-user:default

STATE STIME FMRI

disabled Aug_09 svc:/network/nfs/client:default

disabled Aug_09 svc:/network/smb/client:default

disabled Aug_09 svc:/system/mdmonitor:default

disabled Aug_09 svc:/application/print/server:default

online Aug_09 svc:/system/resource-controls:default

online Aug_09 svc:/system/metasync:default

online Aug_09 svc:/system/rmtmpfiles:default

online Aug_09 svc:/system/utmp:default

online Aug_09 svc:/system/name-service/cache:default

online Aug_09 svc:/system/device/audio:default

online Aug_09 svc:/network/rpc/bind:default

online Aug_09 svc:/milestone/name-services:default

online Aug_09 svc:/network/iscsi/initiator:default

online Aug_09 svc:/milestone/single-user:default

online Aug_09 svc:/system/filesystem/local:default

online Aug_09 svc:/network/inetd:default

online Aug_09 svc:/system/cron:default

online Aug_09 svc:/system/filesystem/autofs:default

online Aug_09 svc:/system/filesystem/ufs/quota:default

online Aug_09 svc:/system/power:default

online Aug_09 svc:/system/system-log:default

例2–5
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online Aug_09 svc:/system/system-log:default

online Aug_09 svc:/system/auditd:default

online Aug_09 svc:/network/smtp:sendmail

▼ SMF遷移イベントの通知を設定する方法
この手順を実行すると、いずれかのサービスまたは選択したサービスの状態が変化
するたびに、システムが電子メール通知を生成します。SMTPと SNMPのいずれかの
使用を選択できます。他の何らかの理由で SNMPがすでに構成されている場合
は、通常、SNMPのみを選択します。

デフォルトでは、保守の遷移に関して SNMPトラップが送信されます。SNMPを使
用してモニターする場合は、他の状態遷移に関して追加のトラップを構成できま
す。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

通知パラメータを設定します。

次の例は、SMFおよび FMAイベントに関する通知パラメータを設定する方法と、通
知パラメータを一覧表示および削除する方法を示しています。

すべての SMFサービス状態イベントに関する通知を構成する

次のコマンドを実行すると、サービスが maintenance状態に移行したときに電子
メールを送信する通知が作成されます。

# /usr/sbin/svccfg setnotify -g maintenance mailto:sysadmins@example.com

fromオプションに指定した状態で開始し、toオプションに指定した状態で終了する
サービスを選択することもできます。SMFの有効な状態に
は、degraded、maintenance、offline、および onlineがあります。-g allオプション
を使用すると、すべての状態遷移イベントに関して電子メールを生成できます。詳
細は、smf(5)のマニュアルページの「通知パラメータ」セクションを参照してくださ
い。

個々のサービスに関する通知の構成

次のコマンドを実行すると、switchサービスが online状態に移行したときに電子
メールを送信する通知が作成されます。

# /usr/sbin/svccfg -s svc:/system/name-service/switch:default setnotify to-online \

mailto: sysadmins@example.com
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FMAイベントに関する通知の構成

次のコマンドを実行すると、FMAの問題が修復されたときに SNMPメッセージを送
信する通知が作成されます。

# /usr/sbin/svccfg setnotify problem-repaired snmp:

FMAイベントのクラスに
は、problem-diagnosed、problem-updated、problem-repaired、および
problem-resolvedがあります。詳細は、smf(5)のマニュアルページの「通知パラ
メータ」セクションを参照してください。

通知設定を一覧表示する

次のコマンドを実行すると、FMAサービスによって診断される新しい問題に関する
通知設定が表示されます。SMFサービス状態遷移イベントの通知設定を表示するに
は、listnotifyにイベントクラスではなくサービス状態を含めるか、または引数を 1
つも含めないようにします。

# /usr/sbin/svccfg listnotify problem-diagnosed

通知設定を削除する

次のコマンドを実行すると、switchサービスの onlineサービス状態への遷移に関連
する通知設定が削除されます。サービス状態の代わりに FMAイベントクラスを使用
できます。

# /usr/sbin/svccfg -s svc:/system/name-service/switch:default delnotify to-online

SMFサービスの管理
このセクションでは、SMFサービスの管理について説明します。

SMFサービス (タスクマップ)
次のタスクマップに、SMFサービスを管理するために必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

サービスを作成します。 SMFサービスを通じてスクリプトを管理で
きるようにします。

35ページの「SMFサービスを作成す
る方法」

サービスインスタンスを無効にし
ます。

実行中のサービスを停止し、サービスが再
び起動しないようにします。

36ページの「サービスインスタンス
を無効にする方法」
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タスク 説明 参照先

サービスインスタンスを有効にし
ます。

特定のサービスを起動します。また、以降
のリブート時にサービスが再起動されま
す。

37ページの「サービスインスタンス
を有効にする方法」

特定のサービスを再起動します。 別個のコマンドを使用してサービスを無効
化および有効化することなしにサービスを
再起動します。

38ページの「サービスを再起動する
方法」

保守状態のサービスを復元しま
す。

保守状態のサービスをクリーンアップして
再起動する方法を示します。

38ページの「保守状態のサービスを
復元する方法」

プロファイルを作成します。 すべての変更を実行するために、svccfgコ
マンドを実行しなくてもカスタマイズを簡
単に配備できるプロファイルを作成しま
す。

39ページの「SMFプロファイルを作
成する方法」

カスタマイズを簡単に配備するためのプロ
ファイルを手動で作成します。

40ページの「SMFプロファイルを手
動で作成する方法」

プロファイルを適用します。 プロファイルの情報を使用して、必要に応
じてサービスの無効化、有効化、またはカ
スタマイズを行います。

41ページの「SMFプロファイルを適
用する方法」

RBAC権利プロファイルを使って SMFを管理する
RBAC権利プロファイルを使用して、rootアクセス権を付与していないユーザーに一
部の SMFサービスの管理を許可できます。権利プロファイルには、そのユーザーが
実行できるコマンドを定義します。SMFのために次のプロファイルが作成されてい
ます。

■ Service Management:サービスを追加、削除、または変更できます。
■ Service Operator:再起動やリフレッシュなど、サービスインスタンスの状態の変
更を要求できます。

承認については、smf_security(5)のマニュアルページを参照してください。権利プ
ロファイルを割り当てる手順については、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリ
ティーサービス』の「ユーザーのセキュリティー属性を変更する方法」を参照して
ください。

▼ SMFサービスを作成する方法
管理者は、システムのブート中に作業を実行するスクリプトを記述することがよく
あります。この手順では、スクリプトをサポートする SMFの利点を使用する方法を
示します。

SMFサービスの管理
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スクリプトが必要とするサービスモデルを確認します。スクリプトが何らかの作業
を実行し、長期間実行するプロセスを開始せずに終了するのであれば、ほとんどの
場合は一時的なサービスです。スクリプトが長時間実行するデーモンを開始してか
ら終了する場合、それは契約サービスです。サービスモデルについての詳細
は、svc.startd(1M)のマニュアルページの期間セクションを参照してください。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

開始メソッドスクリプトを /lib/svc/method/ex_svcにコピーします。

一時的なマニフェストを作成します。
この例で、サービス名は site/ex_svcで、一時的なサービスであるため、停止メ
ソッドは不要です。
# svcbundle -o /tmp/ex_svc.xml -s service-name=site/ex_svc \

-s start-method=/lib/svc/method/ex_svc -s model=transient

マニフェストへの追加変更を行います。
/tmp/ex_svc.xml内のマニフェストが、必要な内容であることを確認します。

マニフェストを適切なディレクトリにコピーします。
# cp /tmp/ex_svc.xml /lib/svc/manifest/site/ex_svc.xml

マニフェストをインポートし、サービスを開始します。
# svcadm restart svc:/system/manifest-import

生成されたマニフェストを自動的にインストールする

マニフェストを /lib/svc/manifest/siteに自動的にインストールするには、下に示
すように -iオプションを付けて svcbundleコマンドを使用します。このコマンドは
ステップ 3のコマンドの代わりに実行でき、他のステップを実行する必要はありま
せん。

# svcbundle -i -s service-name=site/ex_svc \

-s start-method=/lib/svc/method/ex_svc -s model=transient

▼ サービスインスタンスを無効にする方法
サービスを無効にするには、次の手順に従います。サービスのステータス変化は
サービス構成リポジトリ内に記録されます。サービスがいったん無効になると、そ
の無効な状態はリブート後も維持されます。サービスを実行中の状態に戻す唯一の
方法は、そのサービスを有効にすることです。

始める前に
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管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

無効にするサービスに依存するサービスの有無を確認します。
必要とするサービスがこのサービスに依存していた場合、このサービスを無効にで
きません。
# svcs -D FMRI

サービスを無効にします。
# svcadm disable FMRI

▼ サービスインスタンスを有効にする方法
サービスを有効にするには、次の手順に従います。サービスのステータス変化は
サービス構成リポジトリ内に記録されます。サービスを有効にすると、システムの
リブートまで有効な状態が持続しますが、サービスが起動するのはすべての依存関
係が満たされた場合だけです。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

サービスを有効にします。
# svcadm enable FMRI

サービスが有効になっていることを確認します。
# svcs -x FMRI

サービスの依存関係を有効にします。
必要な依存関係が無効になっている場合は、次のコマンドを使用して有効にしま
す。
# svcadm enable -r FMRI

シングルユーザーモードでサービスを有効にする

次のコマンドは rpcbindを有効にします。-tオプションを指定すると、サービスが
一時モードで起動され、サービスリポジトリが変更されないため、この変更はリ
ブートまで持続しません。-rオプションは、指定されたサービスのすべての依存関
係を再帰的に有効にします。

# svcadm enable -rt rpc/bind
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▼ サービスを再起動する方法
構成が変更されたなどの理由により現在実行中のサービスを再起動する必要が生じ
た場合、サービスの停止時と起動時に個々のコマンドを入力することなく、サービ
スの再起動を行えます。サービスの無効化と有効化を別々に行う必要があるの
は、サービスの無効化後かつ有効化前に変更を反映する必要がある場合だけです。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

特定のサービスを再起動します。
# svcadm restart FMRI

▼ 保守状態のサービスを復元する方法

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

サービスが保守中である理由を特定します。
# svcs -x FMRI

指示されたログファイルまたはマニュアルページを参照して、エラーの内容を特定
します。

そのサービスに依存するプロセスのうち、停止していないものが存在しないかどう
かを確認します。

通常、サービスインスタンスが保守状態になっている場合、そのインスタンスに関
連付けられたすべてのプロセスが停止しています。ただし、処理を進める前にその
ことを確認する必要があります。次のコマンドは、選択された FMRIの契約 IDを一
覧表示します。

# svcs -o CTID FMRI

(省略可能)残っているプロセスをすべて強制終了します。

svcsコマンドで表示されたすべてのプロセスに対して、この手順を繰り返します。

# pkill -9 -c CTID

サービスを復元します。
# svcadm clear FMRI
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▼ SMFプロファイルを作成する方法
プロファイルとは、SMFサービスの一覧とそれぞれを有効にするかどうかを示す
XMLファイルのことです。プロファイルは、多くのサービスを一度に有効または無
効にするために使用されます。プロファイルは、プロパティー値の設定、プロパ
ティー値の追加、およびサービスやサービスのインスタンスの作成にも使用されま
す。すべてのサービスをプロファイルに含める必要はありません。効果的なプロ
ファイルを作成するには、各プロファイルには有効または無効にする必要のある
サービスだけを含めるようにします。

svc:/system/rmtmpfilesサービスは、/tmpディレクトリをブート時にクリーン
アップする役割を担っています。デフォルトでは、rmtmpfilesサービスは /var/tmp

をクリーンアップしません。ブートプロセス中に /var/tmpをクリーンアップする場
合、options/clean_vartmpプロパティーを trueに設定することによって動作を変更
できます。これを複数のシステムに対して実行する場合、もっとも簡単な方法
は、プロファイルを作成し、それをこれらのシステムの /etc/svc/profile/siteに配
置することです。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

プロファイルを作成します。

このコマンドにより、/tmp/rmtmpfiles.xmlに新しいプロファイルが作成され、これ
をあとで必要に応じて /etc/svc/profiles/siteにコピーできます。
# svcbundle -o /tmp/rmtmpfiles.xml -s service-name=system/rmtmpfiles \

-s bundle-type=profile -s service-property=options:clean_vartmp:boolean:true

プロファイルを適切なディレクトリにコピーします。
# cp /tmp/rmtmpfiles.xml /etc/svc/profile/site/rmtmpfiles.xml

manifest-importサービスを再起動し、プロファイルをシステムに適用します。
# svcadm restart svc:/system/manifest-import

プロファイルの作成中に SMFプロファイルを自動的にインストールす
る

生成されたプロファイルをインストールするには -iオプションを使用します。コマ
ンドはプロファイルを /etc/svc/profile/site/rmtmpfiles.xmlに書き込みます。ま
た、コマンドは manifest-importサービスを再起動してプロファイルを適用します。

# svcbundle -i -s service-name=system/rmtmpfiles \

-s bundle-type=profile -s service-property=options:clean_vartmp:boolean:true
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▼ SMFプロファイルを手動で作成する方法
プロファイルとは、SMFサービスの一覧とそれぞれを有効にするかどうかを示す
XMLファイルのことです。プロファイルは、多くのサービスを一度に有効または無
効にするために使用されます。プロファイルは、プロパティー値の設定、プロパ
ティー値の追加、およびサービスやサービスのインスタンスの作成にも使用されま
す。すべてのサービスをプロファイルに含める必要はありません。効果的なプロ
ファイルを作成するには、各プロファイルには有効または無効にする必要のある
サービスだけを含めるようにします。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

プロファイルを作成します。
この例では、svccfgコマンドを使用して、現在のシステムに対するローカルのカス
タマイズを表すプロファイルを作成しています。代わりに、既存のプロファイルの
コピーを作成し、それを編集することもできます。
# svccfg extract> profile.xml

同一のシステムが多数ある場合や、あとで復元できるようにシステム構成のアーカ
イブを作成する場合は、この手順を使用して単一の SMFプロファイルを作成するこ
ともできます。

profile.xmlファイルを編集して、必要な変更を加えます。

a. service_bundle宣言内のプロファイルの名前を変更します。
この例では、profileという名前に変更しています。
# cat profile.xml

...

<service_bundle type=‘profile‘ name=‘profile‘
xmIns::xi=’http://www.w3.org/2003/XInclude’

...

b. このプロファイルで管理すべきでないサービスをすべて削除します。
各サービスについて、サービスを説明する 3行を削除します。各サービスの説明
は、<serviceで始まり、</serviceで終わります。この例は、LDAPクライアント
サービスの行を示しています。
# cat profile.xml

...

<service name=’network/ldap/client’ version=’1’ type=’service’>

<instance name=’default’ enabled=’true’/>

</service>

c. このプロファイルで管理すべきサービスをすべて追加します。
上記の 3行の構文を使用して各サービスを定義する必要があります。
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d. 必要に応じて、選択したサービスの enabledフラグを変更します。
この例では、sendmailサービスを無効にしています。
# cat profile.xml

...

<service name=’network/smtp’ version=’1’ type=’service’>

<instance name=’sendmail’ enabled=’false’/>

</service>

...

必要に応じて、この新しいプロファイルを適用します。

手順については、41ページの「SMFプロファイルを適用する方法」を参照してくだ
さい。

▼ SMFプロファイルを適用する方法
管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

プロファイルを適用します。

この例では、profile.xmlを適用しています。
# svccfg apply profile.xml

SMFサービスの構成
次の各タスクは、SMFサービスの構成方法を示したものです。特に、サービスプロ
パティーの変更方法と、サービスまたはサービスインスタンスに関するその他の構
成情報を示します。

SMFサービスの構成 (タスクマップ)
次のタスクマップに、SMFサービスを構成するために必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

サービスを変更します。 指定されたサービスインスタンスの
サービスプロパティーを変更します。

42ページの「SMFサービスプロパ
ティーの変更方法」

指定されたサービスインスタンスの複
数のプロパティーを変更します。

42ページの「1つのサービスの複数プ
ロパティーを変更する方法」
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タスク 説明 参照先

サービスインスタンスの構成ファイル
を変更します。

43ページの「ファイルで構成されて
いるサービスの変更方法」

サービスインスタンスの環境変数を変
更します。

44ページの「サービスの環境変数を
変更する方法」

サービスに対する adminレイヤーでの
カスタマイズを削除します。

46ページの「サービスのカスタマイ
ズを削除する方法」

inetdサービスを変更します。 inetdによって制御されるサービスの
構成プロパティーを変更します。

45ページの「inetd制御サービスのプ
ロパティーを変更する方法」

inetdによって制御されるサービスの
起動オプションを変更します。

47ページの「inetd制御サービスのコ
マンド行引数を変更する方法」

inetd.confエントリを変換します。 inetdサービスを、SMFでモニター可
能な従来の実行サービスに変換しま
す。

47ページの「inetd.confエントリを変
換する方法」

▼ SMFサービスプロパティーの変更方法
この手順は、サービスを起動できるユーザーを特定するプロパティーの変更方法を
示しています。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

start/userプロパティーに割り当てられた値を変更します。
最初に、FMRIを指定して適切なサービスを特定します。次に、サービスを起動する
UIDを割り当てます。
# svccfg -s FMRI
svc:/service: setprop start/user = astring: newlogin

サービスをリフレッシュします。
# svcadm refresh FMRI

▼ 1つのサービスの複数プロパティーを変更する方
法
この手順では、setpropサブコマンドで必要な多くの情報を入力することなく複数の
サービスプロパティーを変更する方法を示します。この例では、いくつかのDNS
サービスプロパティーが変更されます。
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管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

プロパティー値を変更します。
editpropサブコマンドは、指定されたサービスのプロパティーグループとプロパ
ティーを一時ファイルに収集し、VISUALまたは EDITOR環境変数によって名前が指定
されるプログラムが起動されてファイルが編集されます。詳細は、svccfg(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。
# svccfg -s network/dns/client editprop

##

## The value used to construct the "nameserver" directive in resolv.conf(4).

##

setprop config/nameserver = net_address: (192.168.1.10 192.168.1.11)

##

## The value used to construct the "search" directive in resolv.conf(4).

##

# setprop config/search = astring: "example.com sales.example.com"

この時点でファイルを保存しないでください。

変更内容をすべてのインスタンスに適用します。
ファイルを保存してエディタを終了するときにこれらの変更を適用するに
は、ファイルの下部にある refresh行のコメントを解除します。
## Uncomment to apply these changes to all instances of this service.

refresh

▼ ファイルで構成されているサービスの変更方法
次の手順は、inetdサービスによって管理されていないサービスの構成を変更する方
法を示します。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

必要に応じて構成ファイルを変更します。
多くのサービスは、起動方法などの構成情報を定義するための設定ファイルを 1つ
以上持っています。それらのファイルはサービス実行中でも変更可能です。ファイ
ルの内容がチェックされるのはサービス起動時です。

サービスを再起動します。
# svcadm restart FMRI
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新しいNTPサーバーを追加する

NTPクライアントをサポートするために新しいNTPサーバーを追加するには、その
サーバー用の新しいエントリを /etc/inet/ntp.confファイルに追加します。次
に、NTPサービスを再起動します。この例は、ntp.confファイルの内容とサービス
の再起動方法を示しています。

# cat /etc/inet/ntp.conf

.

.

server ntpserver1.example.com

server ntpserver2.example.com

# svcadm restart svc:/network/ntp:default

▼ サービスの環境変数を変更する方法
この手順は、デバッグに役立つよう cron環境変数を変更する方法を示します。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

サービスが実行されていることを確認します。
# svcs system/cron

STATE STIME FMRI

online Dec_04 svc:/system/cron:default

環境変数を設定します。
次の例では、環境変数 UMEM_DEBUGおよび LD_PRELOADを設定しています。setenvサブ
コマンドについては、svccfg(1M)のマニュアルページを参照してください。
# svccfg -s system/cron:default setenv UMEM_DEBUG default

# svccfg -s system/cron:default setenv LD_PRELOAD libumem.so

サービスのリフレッシュと再起動を行います。
# svcadm refresh system/cron

# svcadm restart system/cron

正しく変更されたことを確認します。
# pargs -e ‘pgrep -f /usr/sbin/cron‘

100657: /usr/sbin/cron

envp[0]: LOGNAME=root

envp[1]: LD_PRELOAD=libumem.so

envp[2]: PATH=/usr/sbin:/usr/bin

envp[3]: SMF_FMRI=svc:/system/cron:default

envp[4]: SMF_METHOD=/lib/svc/method/svc-cron

envp[5]: SMF_RESTARTER=svc:/system/svc/restarter:default

envp[6]: TZ=GB

envp[7]: UMEM_DEBUG=default

例2–15
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▼ inetd制御サービスのプロパティーを変更する方
法

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

特定のサービスのプロパティーを一覧表示します。
このコマンドを実行すると、FMRIで指定されたサービスのすべてのプロパティーが
表示されます。
# inetadm -l FMRI

サービスのプロパティーを変更します。
inetd制御サービスの各プロパティーは、プロパティー名とその値によって定義され
ます。値を指定せずにプロパティー名を指定した場合、そのプロパティーはデ
フォルト値にリセットされます。特定のサービスのプロパティーの詳細について
は、そのサービスのマニュアルページを参照してください。
# inetadm -m FMRI property-name=value

プロパティーが変更されたことを確認します。
プロパティーを再度一覧表示し、適切に変更されていることを確認します。
# inetadm -l FMRI

変更が適用されていることを確認します。
プロパティーに対する変更が期待どおりに適用されていることを確認します。

telnetの tcp_traceプロパティーを変更する

次の例は、telnetの tcp_traceプロパティーを trueに設定する方法を示していま
す。telnetコマンドの実行後の syslog出力の結果から、変更が適用されていること
がわかります。

# inetadm -l svc:/network/telnet:default

SCOPE NAME=VALUE

name="telnet"
.

.

default inherit_env=TRUE

default tcp_trace=FALSE

default tcp_wrappers=FALSE

# inetadm -m svc:/network/telnet:default tcp_trace=TRUE

# inetadm -l svc:/network/telnet:default

SCOPE NAME=VALUE

name="telnet"
.
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.

default inherit_env=TRUE

tcp_trace=TRUE

default tcp_wrappers=FALSE

# telnet localhost

Trying 127.0.0.1...

Connected to localhost.

Escape character is ’^]’.

login: root

Password:

.

.

.

Last login: Mon Jun 21 05:55:45 on console

Sun Microsystems Inc. SunOS 5.10 s10_57 May 2004

# ^D

Connection to localhost closed by foreign host.

# tail -1 /var/adm/messages

Jun 21 06:04:57 yellow-19 inetd[100308]: [ID 317013 daemon.notice] telnet[100625]

from 127.0.0.1 32802

▼ サービスのカスタマイズを削除する方法
プロパティー、プロパティーグループ、およびサービスインスタンスからカスタマ
イズを削除できます。

ローカルのカスタマイズを削除します。
このコマンドを実行すると、選択したサービスの adminレイヤーでの変更がすべて削
除されます。
% /usr/sbin/svccfg -s FMRI delcust

プロパティーからカスタマイズを削除する

この例では、サービスからカスタマイズを削除した影響について説明します。最初
に、rmtmpfilesサービスの clean_vartmpプロパティーを設定することでブートプロ
セス中に /var/tmpが消去されるようするカスタマイズを適用します。特権
ユーザータイプとして次のコマンドを実行します。

# svccfg -s svc:/system/rmtmpfiles setprop options/clean_vartmp = true

# svcadm refresh svc:/system/rmtmpfiles

次に、プロパティーが変更されていることを確認します。

$ svcprop -p options/clean_vartmp svc:/system/rmtmpfiles

true

カスタマイズを確認するには、次のコマンドを入力します。

$ svccfg -s svc:/system/rmtmpfiles listcust

options/clean_vartmp boolean admin true

●
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$ svcprop -p options/clean_vartmp -l all svc:/system/rmtmpfiles

options/clean_vartmp boolean manifest false

options/clean_vartmp boolean admin true

カスタマイズを削除するには、特権ユーザーとして次のコマンドを入力します。

# svccfg -s svc:/system/rmtmpfiles delcust options/clean_vartmp

Deleting customizations for property: options/clean_vartmp

ここでカスタマイズを確認するためのコマンドを実行すると、次のようになりま
す。

$ svccfg -s svc:/system/rmtmpfiles listcust

$ svcprop -p options/clean_vartmp -l all svc:/system/rmtmpfiles

options/clean_vartmp boolean manifest false

▼ inetd制御サービスのコマンド行引数を変更する
方法

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

特定のサービスの execプロパティーを表示します。
このコマンドを実行すると、FMRIで指定されたサービスのすべてのプロパティーが
表示されます。grepコマンドを追加することで、サービスの execプロパティーに出
力を制限しています。
# inetadm -l FMRI|grep exec

サービスの execプロパティーを変更します。
execプロパティーに設定される command-syntaxは、サービス起動時に実行されるコ
マンド文字列を定義します。
# inetadm -m FMRI exec="command-syntax"

プロパティーが変更されたことを確認します。
プロパティーを再度一覧表示し、適切に変更されていることを確認します。
# inetadm -l FMRI

▼ inetd.confエントリを変換する方法
次の手順では、inetd.confエントリを SMFサービス目録に変換します。inetdに依
存するサードパーティーのアプリケーションをシステムに追加するたびに、この手
順を実行する必要があります。また、/etc/inetd.conf内のエントリに構成変更を行
う必要がある場合にも、この手順を実行してください。
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管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

inetd.confエントリを変換します。

inetconvコマンドは、選択されたファイル内の各エントリをサービス目録に変換し
ます。
# inetconv -i filename

/etc/inet/inetd.confエントリを SMFサービス目録に変換する

# inetconv -i /etc/inet/inetd.conf

実行制御スクリプトの使用
次の手順は、実行制御スクリプトを使用してレガシーサービスを停止または開始す
る方法を示しています。また、実行制御スクリプトを追加または削除する手順も示
しています。

実行制御スクリプトの使用 (タスクマップ)
次のタスクマップには、実行制御スクリプトの使用に関する複数の手順が含まれて
います。各行には、タスク、そのタスクを行う場面の説明、およびタスクへのリン
クが含まれます。

タスク 説明 参照先

レガシーサービスを停止または起動し
ます。

実行制御スクリプトを使用して
サービスを起動または停止します。

49ページの「実行制御スクリプトを使
用して従来のサービスを起動または停
止する方法」

実行制御スクリプトを追加します。 実行制御スクリプトを作成し、それ
を /etc/init.dディレクトリに追加
します。

49ページの「実行制御スクリプトを追
加する方法」

実行制御スクリプトを無効にします。 ファイル名を変更することで実行制
御スクリプトを無効にします。

50ページの「実行制御スクリプトを無
効にする方法」

SMFを使用するよう実行制御スクリプ
トを変換します。

実行制御スクリプトを SMFマニ
フェストに置き換えることによ
り、サービスを SMFサービスで管理
できるようにします。

51ページの「実行制御スクリプトを
SMFサービスに変換する方法」
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▼ 実行制御スクリプトを使用して従来のサービスを
起動または停止する方法

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

システムサービスを停止します。
# /etc/init.d/filename stop

システムサービスを再開します。
# /etc/init.d/filename start

サービスが停止または起動されたことを確認します。
# pgrep -f service

実行制御スクリプトを使用してサービスを起動または停止する

たとえば、次のように入力することによって PPPoEサーバーデーモンを停止できま
す。

# /etc/init.d/pppd stop

# pgrep -f nfs

次に、PPPoEサーバーデーモンを再開するには、次のように入力します。

# /etc/init.d/pppd start

# pgrep -f ppp

101748

# pgrep -f ppp -d, | xargs ps -fp

UID PID PPID C STIME TTY TIME CMD

daemon 101748 1 0 Sep 01 ? 0:06 /usr/lib/inet/pppoed

▼ 実行制御スクリプトを追加する方法
サービスを起動または停止するための実行制御スクリプトを追加するには、そのス
クリプトを/etc/init.dディレクトリにコピーします。次に、サービスを起動または
停止する rcn.dディレクトリ内にリンクを作成します。

実行制御スクリプトの命名法の詳細については、/etc/rcn.dディレクトリ内の
READMEファイルを参照してください。次に、実行制御スクリプトを追加する方法に
ついて説明します。

1

2

3

4

例2–19

実行制御スクリプトの使用

第 2章 • サービスの管理 (タスク) 49

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28


管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

スクリプトを /etc/init.dディレクトリに追加します。
# cp filename/etc/init.d
# chmod 0744 /etc/init.d/filename
# chown root:sys /etc/init.d/filename

適切な rcn.dディレクトリへのリンクを作成します。
# cd /etc/init.d

# ln filename /etc/rc2.d/Snnfilename
# ln filename /etc/rcn.d/Knnfilename

スクリプトのリンクが指定のディレクトリ内にあることを確認します。
# ls /etc/init.d/*filename /etc/rc2.d/*filename /etc/rcn.d/*filename

実行制御スクリプトを追加する

次の例は、xyzサービスの実行制御スクリプトを追加する方法を示しています。

# cp xyz /etc/init.d

# chmod 0744 /etc/init.d/xyz

# chown root:sys /etc/init.d/xyz

# cd /etc/init.d

# ln xyz /etc/rc2.d/S99xyz

# ln xyz /etc/rc0.d/K99xyz

# ls /etc/init.d/*xyz /etc/rc2.d/*xyz /etc/rc0.d/*xyz

▼ 実行制御スクリプトを無効にする方法
実行制御スクリプトを無効にするには、ファイル名の先頭に下線 (_)を付けてファイ
ル名を変更します。下線またはドット (.)で始まるファイルは実行されません。接尾
辞を追加してファイルをコピーすると、両方のファイルが実行されます。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

新しいファイルの先頭に下線 (_)を付けて、スクリプト名を変更します。
# cd /etc/rcn.d
# mv filename_filename

スクリプトの名前が変更されたことを確認します。
# ls _*

_filename
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実行制御スクリプトを無効にする

次の例は、S99datainitスクリプトの名前を変更する方法を示しています。

# cd /etc/rc2.d

# mv S99datainit _S99datainit

# ls _*

_S99datainit

▼ 実行制御スクリプトを SMFサービスに変換する方
法
この手順では、既存の実行制御スクリプトをサポートする SMFの利点を使用する方
法を示します。詳細は、svcbundle (1M)のマニュアルページを参照してください。

最初に、スクリプトが必要とするサービスモデルを確認します。スクリプトが何ら
かの作業を実行し、長期間実行するプロセスを開始せずに終了するのであれば、ほ
とんどの場合は一時的なサービスです。スクリプトが長時間実行するデーモンを開
始してから終了する場合、それは契約サービスです。サービスモデルについての詳
細は、svc.startd(1M)のマニュアルページの期間セクションを参照してください。

次に、サービスに対して適切な実行レベルを確認します。これは、/etc/rc3.dなど
のスクリプトがリンクされているディレクトリを表示することで確認できます。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

一時的なマニフェストを作成します。

この例で、サービス名は ex_svcです。これは契約サービスで、レベル 3で実行しま
す。
# svcbundle -o /tmp/ex_svc.xml -s service-name=ex_svc

-s start-method=/lib/svc/method/ex_svc -s model=transient

マニフェストへの追加変更を行います。

/tmp/ex_svc.xml内のマニフェストが、必要な内容であることを確認します。

マニフェストを適切なディレクトリにコピーします。
# cp /tmp/ex_svc.xml /lib/svc/manifest/site/ex_svc.xml

既存のサービスを停止します。
# /etc/init.d/ex_svc stop

例2–21
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1

2

3

4

5

実行制御スクリプトの使用

第 2章 • サービスの管理 (タスク) 51

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1Msvc.startd-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28


実行制御スクリプトを無効にします。

該当する rc n.dディレクトリからの実行制御スクリプトへのリンクを削除します。

マニフェストをインポートし、サービスを開始します。
# svcadm restart svc:/system/manifest-import

サービス管理機能のトラブルシューティング
次の各作業は、SMFサービスのトラブルシューティングまたは修正の方法を示した
ものです。これらの手順の一部では、システムのブート方法を変更するために
ブートパラメータを変更する方法も示します。

SMFのトラブルシューティング (タスクマップ)
次のタスクマップには、システムの問題をトラブルシューティングするために使用
できる複数の手順が含まれています。各行には、タスク、そのタスクを行う場面の
説明、およびタスクへのリンクが含まれます。

タスク 説明 参照先

実行中でないサービスをデバッグする サービスが実行しない原因に関する
情報を SMFサービスから収集しま
す。

53ページの「起動していないサービス
をデバッグする方法」

破壊されたリポジトリを修復する 破壊されたリポジトリを交換してシ
ステムが完全にブートするようにす
る際に実行する手順。

53ページの「破壊されたリポジトリを
修復する方法」

どのサービスも起動しないでブートす
る

ブートプロセス中にハングアップす
るシステムをデバッグするため
に、すべてのサービスを実行させず
にシステムをブートします。

56ページの「どのサービスも起動しな
いでブートする方法」

より多くのブートメッセージを生成す
る

デバッグを支援するために、ブート
プロセス中に多くのメッセージを作
成する手順。

56ページの「詳細モードでブートする
方法」

ローカルファイルシステムが使用でき
ない場合にブートプロセスを停止する

ローカルファイルシステムがマウン
トされていない場合に、ログイン
サービスを起動することで、問題を
調査できるようにするための手順。

57ページの「ブート中に
system/filesystem/local:default

サービスで障害が発生した場合に
suloginプロンプトを強制的に表示する
方法」
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▼ 起動していないサービスをデバッグする方法
この手順では、印刷サービスが無効になっています。

管理者になるか、Service Management権利プロファイルを含む役割になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

エラーのために実行されていないサービスに関する情報を要求します。
# svcs -xv

svc:/application/print/server:default (LP Print Service)

State: disabled since Wed 13 Oct 2004 02:20:37 PM PDT

Reason: Disabled by an administrator.

See: http://support.oracle.com/msg/SMF-8000-05

See: man -M /usr/share/man -s 1M lpsched

Impact: 2 services are not running:

svc:/application/print/rfc1179:default

svc:/application/print/ipp-listener:default

-xオプションを指定すると、影響を受けたサービスインスタンスに関する情報も表
示されます。

サービスを有効にします。
# svcadm enable application/print/server

▼ 破壊されたリポジトリを修復する方法
この手順は、破壊されたリポジトリをデフォルトのリポジトリと交換する方法を示
しています。リポジトリデーモン svc.configdが起動すると、構成リポジトリの整合
性チェックが行われます。このリポジトリは、/etc/svc/repository.dbに格納されて
います。このリポジトリは、次のいずれかが原因で破壊されることがあります。

■ ディスク障害
■ ハードウェアのバグ
■ ソフトウェアのバグ
■ 過失によるファイルの上書き

整合性チェックに失敗すると、svc.configdデーモンは次のようなメッセージをコン
ソールに書き出します。

svc.configd: smf(5) database integrity check of:

/etc/svc/repository.db

failed. The database might be damaged or a media error might have

prevented it from being verified. Additional information useful to

your service provider is in:
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/system/volatile/db_errors

The system will not be able to boot until you have restored a working

database. svc.startd(1M) will provide a sulogin(1M) prompt for recovery

purposes. The command:

/lib/svc/bin/restore_repository

can be run to restore a backup version of your repository. See

http://support.oracle.com/msg/SMF-8000-MY for more information.

その後 svc.startdデーモンが終了し、suloginが起動して保守作業を行えるようにな
ります。

suloginプロンプトで rootパスワードを入力します。

suloginコマンドでは、rootユーザーはシステム保守モードに入ってシステムを修復
できます。

次のコマンドを実行します:
# /lib/svc/bin/restore_repository

このコマンドを実行すると、破壊されていないバックアップの復元に必要な手順が
示されます。SMFでは、システムの重要な局面でリポジトリのバックアップが自動
的に作成されます。詳細は、18ページの「SMFリポジトリのバックアップ」を参照
してください。

/lib/svc/bin/restore_repositoryコマンドが起動すると、次のようなメッセージが
表示されます。

See http://support.oracle.com/msg/SMF-8000-MY for more information on the use of

this script to restore backup copies of the smf(5) repository.

If there are any problems which need human intervention, this script will

give instructions and then exit back to your shell.

書き込み権を付けてルート (/)ファイルシステムをマウントしたあと、またはシステ
ムがローカルゾーンである場合は、復元するリポジトリのバックアップを選択する
よう求められます。

The following backups of /etc/svc/repository.db exists, from

oldest to newest:

... list of backups ...

バックアップには、バックアップのタイプとバックアップが作成された時間に基づ
いて名前が付けられています。bootで始まっているのは、システムのブート後、リ
ポジトリに対して最初の変更が行われる前に作成されたバックアップで
す。manifest_importで始まっているのは、svc:/system/manifest-import:defaultの
プロセス終了後に作成されたバックアップです。バックアップ時間
は、YYYYMMDD_HHMMSS形式で記録されます。
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適切な応答を入力します。

通常は、最新のバックアップオプションを選択します。

Please enter either a specific backup repository from the above list to

restore it, or one of the following choices:

CHOICE ACTION

---------------- ----------------------------------------------

boot restore the most recent post-boot backup

manifest_import restore the most recent manifest_import backup

-seed- restore the initial starting repository (All

customizations will be lost, including those

made by the install/upgrade process.)

-quit- cancel script and quit

Enter response [boot]:

復元するバックアップを指定しないで Enterを押した場合は、[]で囲まれたデフォル
トの応答が選択されます。-quit-を選択すると、restore_repositoryスクリプトが
終了して、シェルスクリプトに戻ります。

注 – -seed-を選択すると、seedリポジトリが復元されます。このリポジトリは、初期
インストールとアップグレード時に使用する目的で作成されたものです。seedリポ
ジトリを回復の目的で使用するのは、最後の手段にしてください。

復元するバックアップを選択すると、妥当性検証が行われ、その整合性がチェック
されます。なんらかの問題があると、restore_repositoryコマンドによってエ
ラーメッセージが表示され、別のバックアップを選択するよう促されます。有効な
バックアップを選択すると、次の情報が表示され、最終確認を入力するよう促され
ます。

After confirmation, the following steps will be taken:

svc.startd(1M) and svc.configd(1M) will be quiesced, if running.

/etc/svc/repository.db

-- renamed --> /etc/svc/repository.db_old_YYYYMMDD_HHMMSS

/system/volatile/db_errors

-- copied --> /etc/svc/repository.db_old_YYYYMMDD_HHMMSS_errors

repository_to_restore

-- copied --> /etc/svc/repository.db

and the system will be rebooted with reboot(1M).

Proceed [yes/no]?

yesと入力して障害を修復します。

restore_repositoryコマンドが表示されたアクションをすべて実行すると、システ
ムがリブートします。
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▼ どのサービスも起動しないでブートする方法
サービスの起動に関する問題が発生した場合、ブート時にシステムがハングアップ
する可能性があります。この手順は、そうした問題のトラブルシューティングを行
う方法を示しています。

どのサービスも起動しないでブートします。
このコマンドを実行すると、svc.startdデーモンはすべてのサービスを一時的に無
効にし、コンソール上で suloginを起動します。
ok boot -m milestone=none

システムに rootとしてログインします。

すべてのサービスを有効にします。
# svcadm milestone all

ブートプロセスがどこでハングアップするのかを確認します。
ブートプロセスがハングアップしたら、動作していないサービスを確認するため
に、svcs -aを実行します。/var/svc/logのログファイル内でエラーメッセージの有
無を確認します。

問題が解決したら、すべてのサービスが起動していることを確認します。

a. 必要なサービスがすべてオンラインになっていることを確認します。
# svcs -x

b. console-loginサービスの依存関係に問題がないことを確認します。
このコマンドを使えば、コンソール上の loginプロセスが実行されるかどうかを
確認できます。
# svcs -l system/console-login:default

通常のブートプロセスを継続します。

▼ 詳細モードでブートする方法
デフォルトでは、ブート中に表示されるメッセージのレベルは非表示モードに設定
されており、この場合はサービスが起動してエラーが発生したときにメッセージが
生成されます。システムのブート時に発生する問題をトラブルシューティングする
とき、より多くのメッセージを表示したい場合もあります。この手順では、すべて
のエラーメッセージが表示されるようにシステムをブートする方法を示します。

詳細モードでブートします。
# boot -m verbose

1

2

3

4

5

6

●
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ブートメッセージをログに保管する

bootコマンドに -m debugオプションを指定すると、各サービスおよび各サービス起
動についてのすべてのメッセージがログファイルに記録されます。

▼ ブート中に system/filesystem/local:default

サービスで障害が発生した場合に suloginプロン
プトを強制的に表示する方法
システムのブートに必要でないローカルファイルシステム
は、svc:/system/filesystem/local:defaultサービスによってマウントされます。こ
れらのファイルシステムのいずれかがマウントできない場合、このサービスは保守
状態になります。システムの起動は続行され、filesystem/localに依存しない
サービスは起動されます。依存関係を介して起動されるサービスで、オンラインに
なるために filesystem/localを必要とするものは、起動されません。

サービスで障害が発生した場合に、システムの起動の続行を許可する代わりに、た
だちに suloginプロンプトを表示するようシステムの構成を変更するには、次の手順
に従ってください。

system/console-loginサービスを変更します。
# svccfg -s svc:/system/console-login

svc:/system/console-login> addpg site,filesystem-local dependency

svc:/system/console-login> setprop site,filesystem-local/entities = fmri: svc:/system/filesystem/local

svc:/system/console-login> setprop site,filesystem-local/grouping = astring: require_all

svc:/system/console-login> setprop site,filesystem-local/restart_on = astring: none

svc:/system/console-login> setprop site,filesystem-local/type = astring: service

svc:/system/console-login> end

サービスをリフレッシュします。
# svcadm refresh console-login

system/filesystem/local:defaultサービスで障害が発生したときは、svcs -vxコマ
ンドを使用して障害を特定するようにしてください。障害が修正されたら、次のコ
マンドでエラー状態をクリアし、システムのブートを続行できるようにします。
svcadm clear filesystem/local。

例2–22

1

2

注意事項
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障害管理の使用

Oracle Solaris OSには、予測的自己修復が可能なシステムおよびサービスを構築して
配備するためのアーキテクチャーが含まれています。障害管理アーキテクチャー
(FMA)の中核となるサービスは、ハードウェアおよびソフトウェアのエラーに関す
るデータを受け取り、ベースとなる問題を自動的に診断し、障害の発生したコン
ポーネントをオフラインにすることによって対応します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 59ページの「障害管理の概要」
■ 61ページの「障害および欠陥の通知」
■ 62ページの「障害または欠陥に関する情報の表示」
■ 66ページの「障害または欠陥の修復」
■ 67ページの「障害管理のログファイル」
■ 68ページの「障害の統計情報」

障害管理の概要
Oracle Solarisの障害管理機能は、耐障害性のあるエラーハンドラ、構造化されたエ
ラー遠隔測定、自動化された診断ソフトウェア、応答エージェント、および構造化
されたメッセージングを構築するためのアーキテクチャーを備えています。障害管
理には、CPU、メモリー、I/Oの各サブシステム、Oracle Solaris ZFS、増え続ける一
連のデバイスドライバ、その他の管理スタックなど、ソフトウェアスタックの多く
の部分が関与します。

FMAの目的は、Oracle Solarisシステム上で発生する問題の解決を支援することで
す。問題は、以前機能していた何かが機能しなくなったことを意味する障害である
場合があります。問題は、一度も正しく機能しなかったことを意味する欠陥である
場合もあります。一般に、ハードウェアには障害と欠陥の両方が発生する可能性が
あります。しかし、ソフトウェアのほとんどの問題は欠陥であるか、または構成上
の問題が原因です。

3第 3 章

59



高レベルの障害管理スタックには、エラー検出機能、診断エンジン、および応答
エージェントが含まれています。エラー検出機能は、その名前が示すように、シス
テム内のエラーを検出し、必要な対応をただちに実行します。エラー検出機能
は、明確に定義されたエラーレポート (ereport)を診断エンジンに対して発行しま
す。診断エンジンは、ereportを解釈し、システムに障害や欠陥が存在するかどうか
を判定します。このような判定を行うときに、診断エンジンは問題の原因である可
能性があるリソースまたはリソースのセットを示す疑いリストを発行します。リ
ソースには、現場交換可能ユニット (FRU)、ラベル、または自動システム再構成ユ
ニット (ASRU)が関連付けられている場合と、関連付けられていない場合がありま
す。ASRUは、FRUが交換されるまでは問題を軽減するためにサービスからただちに
取り除いてもかまいません。

疑いリストに複数の疑いが含まれる場合 (たとえば、診断エンジンが疑いを 1つだけ
に特定できない場合など)は、それぞれの疑いに主要な疑いである確率が割り当てら
れます。リスト内の確率を合計すると 100パーセントになります。疑いリストは応
答エージェントによって解釈されます。応答エージェントは、疑いリストに基づい
ていくつかの操作を試行します。応答には、メッセージの記録、CPUストランドの
オフライン化、メモリーページの取得、I/Oデバイスの廃棄などが含まれます。

エラー検出機能、診断エンジン、および応答エージェントは、障害管理デーモン fmd

によって接続されます。fmdは、次の図に示すように、さまざまなコンポーネント
間のマルチプレクサとして機能します。

障害管理デーモンは、それ自体が SMFの制御下にあるサービスです。このサービス
はデフォルトで有効になっており、ほかの SMFサービスと同じように制御されま
す。詳細は、smf(5)のマニュアルページを参照してください。

障害管理の概要
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FMAサービスと SMFサービスは、必要に応じて相互にやりとりします。一部の
ハードウェアの問題が原因で、SMFがサービスを停止したり、再起動したりするこ
とがあります。また、一部の SMFエラーが原因で、FMAが欠陥を報告することもあ
ります。

障害および欠陥の通知
多くの場合、障害管理デーモンとの最初のやりとりは、障害または欠陥が診断され
たことを示すシステムメッセージです。メッセージはコンソールと
/var/adm/messagesファイルの両方に送信されます。障害管理デーモンから送信され
るすべてのメッセージで、次の形式が使用されます。

1 SUNW-MSG-ID: SUN4V-8001-8H, TYPE: Fault, VER: 1, SEVERITY: Minor

2 EVENT-TIME: Wed Aug 24 21:56:03 UTC 2011

3 PLATFORM: SUNW,T5440, CSN: -, HOSTNAME: bur419-61

4 SOURCE: cpumem-diagnosis, REV: 1.7

5 EVENT-ID: 7b83c87c-78f6-6a8e-fa2b-d0cf16834049

6 DESC: The number of integer register errors associated with this thread has

7 exceeded acceptable levels.

8 AUTO-RESPONSE: The fault manager will attempt to remove the affected thread

9 from service.

10 IMPACT: System performance may be affected.

11 REC-ACTION: Use ’fmadm faulty’ to provide a more detailed view of this

12 event. Please refer to the associated reference document at

13 http://support.oracle.com/msg/SUN4V-8001-8H for the latest service procedures and

14 policies regarding this diagnosis.

診断された問題が通知されたら、必ず推奨されたナレッジ記事で詳細を参照してく
ださい。具体例については、上記の 13行目を参照してください。ナレッジ記事に
は、ユーザーまたはサービスプロバイダが 11行目に記載されていること以外に取る
べき追加アクションが含まれている場合があります。

障害管理エラーイベントの通知は、Simple Network Management Protocol (SNMP)また
は Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)を使用して構成できます。手順については、
33ページの「SMF遷移イベントの通知を設定する方法」を参照してください。

さらに、Oracle Auto Service Requestを構成して、特定のハードウェアの問題が発生し
たときにOracleサービスを自動的に要求することもできます。この機能の詳細につ
いては、Oracle Auto Service Requestの製品ページを参照してください。このページの
ドキュメントリンクを開くと、『Oracle ASR Quick Installation Guide』および『Oracle
ASR Installation and Operations Guide』へのリンクがあります。

障害および欠陥の通知
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障害または欠陥に関する情報の表示
障害や欠陥の情報を表示したり、関係する FRUを特定したりするための方法として
は、fmadm faultyコマンドを推奨します。ただし、fmdumpコマンドもサポートされ
ています。fmdumpはシステム上の問題の履歴ログを表示するために使用されること
が多く、fmadm faultyはアクティブな問題を表示するために使用されます。

注意 –管理アクションは、fmdumpコマンドの出力ではなく fmadm faultyの出力に基づ
いて決定してください。ログファイルには、障害や欠陥と見なすべきでないエ
ラー文が含まれていることがあります。

▼ 障害の発生したコンポーネントに関する情報を表
示する方法

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

コンポーネントに関する情報を表示します。
# fmadm faulty

生成されるテキストの説明については、次の例を参照してください。

障害の発生した CPUが 1つある場合の fmadmの出力

1 # fmadm faulty

2 --------------- ------------------------------------ -------------- ---------

3 TIME EVENT-ID MSG-ID SEVERITY

4 --------------- ------------------------------------ -------------- ---------

5 Aug 24 17:56:03 7b83c87c-78f6-6a8e-fa2b-d0cf16834049 SUN4V-8001-8H Minor

6

7 Host : bur419-61

8 Platform : SUNW,T5440 Chassis_id : BEL07524BN

9 Product_sn : BEL07524BN

10

11 Fault class : fault.cpu.ultraSPARC-T2plus.ireg

12 Affects : cpu:///cpuid=0/serial=1F95806CD1421929

13 faulted and taken out of service

14 FRU : "MB/CPU0" (hc://:product-id=SUNW,T5440:server-id=bur419-61:\

15 serial=3529:part=541255304/motherboard=0/cpuboard=0)

16 faulty

17 Serial ID. : 3529

18 1F95806CD1421929

19

20 Description : The number of integer register errors associated with this thread

21 has exceeded acceptable levels.

1

2

例3–1
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22

23 Response : The fault manager will attempt to remove the affected thread from

24 service.

25

26 Impact : System performance may be affected.

27

28 Action : Use ’fmadm faulty’ to provide a more detailed view of this event.

29 Please refer to the associated reference document at

30 http://support.oracle.com/msg/SUN4V-8001-8H for the latest service

31 procedures and policies regarding this diagnosis.

もっとも重要なのは、影響を受ける FRUに関するデータが表示された 14行目で
す。可読形式の場所の文字列が引用符で囲んで表示されています ("MB/CPU0")。引
用符で囲まれた値は、物理ハードウェアに付けられたラベルと一致させるためのも
のです。FRUは、障害管理リソース識別子 (FMRI)形式でも表示されます。FMRIに
は、ホスト名やシャーシのシリアル番号など、障害を含むシステムに関する記述プ
ロパティーが含まれています。FRUをサポートするプラットフォームでは、FRUの
FMRIに FRUのパート番号とシリアル番号も含まれています。

「Affects」行 (12 - 13行目)には、障害または欠陥とその関連する状態の影響を受ける
コンポーネントが示されます。この例では、1つのCPUストランドが影響を受
け、「faulted and taken out of service (障害が発生して使用不可)」となっていま
す。

この fmadm faultyコマンドの出力では、FRUの説明に続いて、16行目に状態
が「faulty」として表示されています。「Action」セクションには、通常の fmadmコ
マンドの参照に代わって (または追加して)ほかのアクションが含まれる場合もあり
ます。

複数の障害がある場合の fmadmの出力
1 # fmadm faulty

2 --------------- ------------------------------------ -------------- -------

3 TIME EVENT-ID MSG-ID SEVERITY

4 --------------- ------------------------------------ -------------- -------

5 Sep 21 10:01:36 d482f935-5c8f-e9ab-9f25-d0aaafec1e6c PCIEX-8000-5Y Major

6

7 Fault class : fault.io.pci.device-invreq

8 Affects : dev:///pci@0,0/pci1022,7458@11/pci1000,3060@0

9 dev:///pci@0,0/pci1022,7458@11/pci1000,3060@1

10 ok and in service

11 dev:///pci@0,0/pci1022,7458@11/pci1000,3060@2

12 dev:///pci@0,0/pci1022,7458@11/pci1000,3060@3

13 faulty and taken out of service

14 FRU : "SLOT 2" (hc://.../pciexrc=3/pciexbus=4/pciexdev=0)

15 repair attempted

16 "SLOT 3" (hc://.../pciexrc=3/pciexbus=4/pciexdev=1)

17 acquitted

18 "SLOT 4" (hc://.../pciexrc=3/pciexbus=4/pciexdev=2)

19 not present

20 "SLOT 5" (hc://.../pciexrc=3/pciexbus=4/pciexdev=3)

21 faulty

例3–2
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22

23 Description : The transmitting device sent an invalid request.

24

25 Response : One or more device instances may be disabled

26

27 Impact : Possible loss of services provided by the device instances

28 associated with this fault

29

30 Action : Use ’fmadm faulty’ to provide a more detailed view of this event.

31 Please refer to the associated reference document at

32 http://support.oracle.com/msg/PCIEX-8000-5Y for the latest service

33 procedures and policies regarding this diagnosis.

この fmadm faultyコマンドの出力では、FRUの説明に続いて、21行目に状態
が「faulty」として表示されています。ほかの状況で表示される可能性がある状態値
として、15行目の SLOT 2に対する「acquitted」や 17行目の SLOT 3に対す
る「repair attempted」があります。

fmdumpコマンドを使用して障害を表示する

コンソールメッセージやナレッジ記事の中には、古い fmdump -v -u UUID コマンドを
使用して障害情報を表示するように指示するものがあります。fmadm faultyコマンド
が推奨されますが、次の例に示すように fmdumpコマンドも動作します。

1 % fmdump -v -u 7b83c87c-78f6-6a8e-fa2b-d0cf16834049

2 TIME UUID SUNW-MSG-ID EVENT

3 Aug 24 17:56:03.4596 7b83c87c-78f6-6a8e-fa2b-d0cf16834049 SUN4V-8001-8H Diagnosed

4 100% fault.cpu.ultraSPARC-T2plus.ireg

5

6 Problem in: -

7 Affects: cpu:///cpuid=0/serial=1F95806CD1421929

8 FRU: hc://:product-id=SUNW,T5440:server-id=bur419-61:\

9 serial=9999:part=541255304/motherboard=0/cpuboard=0

10 Location: MB/CPU0

影響を受けた FRUに関する情報も表示されますが、3行 (8 - 10行目)に分かれていま
す。「Location」の文字列には、可読形式の FRUの文字列が表示されま
す。「FRU」の行には、正式な FMRIが表示されます。fmdumpコマンドでは、-mオ
プションを指定しないかぎり、重要度、説明テキスト、およびアクションが表示さ
れません。詳細は、fmdump(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ CPUがオフラインかどうかを特定する方法
CPUに関する情報を表示します。
% /usr/sbin/psrinfo

0 faulted since 05/13/2011 12:55:26

1 on-line since 05/12/2011 11:47:26

faulted状態は、障害管理の応答エージェントによってCPUがオフラインにされた
ことを示します。

例3–3

●

障害または欠陥に関する情報の表示
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▼ 欠陥のあるサービスに関する情報を表示する方法

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

欠陥に関する情報を表示します。
# fmadm faulty

--------------- ------------------------------------ -------------- ---------

TIME EVENT-ID MSG-ID SEVERITY

--------------- ------------------------------------ -------------- ---------

May 12 22:52:47 915cb64b-e16b-4f49-efe6-de81ff96fce7 SMF-8000-YX major

Host : parity

Platform : Sun-Fire-V40z Chassis_id : XG051535088

Product_sn : XG051535088

Fault class : defect.sunos.smf.svc.maintenance

Affects : svc:///system/intrd:default

faulted and taken out of service

Problem in : svc:///system/intrd:default

faulted and taken out of service

Description : A service failed - it is restarting too quickly.

Response : The service has been placed into the maintenance state.

Impact : svc:/system/intrd:default is unavailable.

Action : Run ’svcs -xv svc:/system/intrd:default’ to determine the

generic reason why the service failed, the location of any

logfiles, and a list of other services impacted. Please refer to

the associated reference document at

http://support.oracle.com/msg/SMF-8000-YX for the latest service procedures

and policies regarding this diagnosis.

欠陥のあるサービスに関する情報を表示します。

fmadmの出力の「Action」セクションに示された指示に従います。
# svcs -xv svc:/system/intrd:default

svc:/system/intrd:default (interrupt balancer)

State: maintenance since Wed May 12 22:52:47 2010

Reason: Restarting too quickly.

See: http://support.oracle.com/msg/SMF-8000-YX

See: man -M /usr/share/man -s 1M intrd

See: /var/svc/log/system-intrd:default.log

Impact: This service is not running.

この問題の詳しい修正手順については、ナレッジ記事 SMF-8000-YXを参照してくだ
さい。

1

2

3
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障害または欠陥の修復
障害管理によってシステム内のコンポーネントに障害が検出されたら、それを修復
する必要があります。修復は、暗黙的と明示的のいずれかの方法で行われます。

暗黙的修復は、コンポーネントに障害管理デーモンが追跡できるシリアル番号情報
がある場合に、障害の発生したコンポーネントを交換または削除したときに行われ
ます。多くの SPARCシステムでは、FMRIにシリアル番号情報が含まれているた
め、障害管理デーモンはコンポーネントが交換またはその他の手段 (たとえば、ブ
ラックリストへの登録など)によって運用から削除されたことを判定できます。この
ような検出が行われると、障害管理デーモンは影響を受けたリソースを fmadm faulty

の出力に表示しなくなります。このリソースは、デーモンの内部リソース
キャッシュ内に保持され、障害イベントから 30日が経過した時点で消去されます。

暗黙的修復が適用されないシステムもあります。FMRIにシャーシ IDが存在して
も、FRUのシリアル番号情報を使用できない場合があります。そのため、障害管理
デーモンは FRUの交換を検出できず、明示的修復が必要になります。

fmadmコマンドを使用して、障害を明示的に repaired (修復済み)として指定しま
す。このコマンドでは、次の 4つの構文が修復に関連付けられています。

■ fmadm replaced fmri | label
■ fmadm repaired fmri | label
■ fmadm acquit fmri | label
■ fmadm acquit uuid [ fmri | label ]

これら 4つのコマンドでは、FMRIやUUIDを引数として指定することもできます
が、ラベルを引数として使用することを推奨します。FRUに複数の障害がある場合
は、FRUを一回だけ交換する必要があります。ラベルに対して fmadm replacedコマ
ンドを発行すると、FRUがその状態で未処理のケースに反映されます。

fmadm replacedコマンド
fmadm replacedコマンドを使用して、疑いのある FRUが交換または削除されたこと
を示すことができます。

FRUが交換された (シリアル番号が変更された)ことをシステムが自動的に検出する
と、この検出はコマンド行に fmadm replacedを入力した場合と同じように処理されま
す。fmadm replacedコマンドは、FRUが交換された (シリアル番号が変更された)こと
を fmdが自動的に確認できる場合は許可されません。

FRUが交換ではなく削除されたことをシステムが自動的に検出した場合、現在の動
作は変更されません。この疑いは「not present (存在しない)」として表示されます
が、永続的に削除されたものとは見なされず、障害イベントから 30日が経過した時
点で消去されます。

障害または欠陥の修復
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fmadm repairedコマンド
FRUの交換ではなく、何らかの物理的な修復が行われて問題が解決したとき
は、fmadm repairedコマンドを使用します。このような修復の例として、カードの再
装着や曲がったピンの修正などがあります。

fmadm acquitコマンド
acquit (赦免)オプションは、多くの場合、そのリソースが原因ではないことがわ
かったときに使用します。赦免は、追加のエラーイベントが発生して診断が絞り込
まれたときに、暗黙的に行われることもあります。

交換は修復より優先され、交換と修復はどちらも赦免より優先されます。した
がって、コンポーネントを赦免してからコンポーネントを修復することはできます
が、すでに修復されているコンポーネントを赦免することはできません。

あるケースが修復された (FMD_CASE_REPAIRED状態に移行し、list.repairedイベント
が生成された)と見なされるのは、そのUUIDが赦免されるか、またはすべての疑い
が修復、交換、削除、または赦免されたときです。

通常は、fmdが複数の要素を含む疑いリスト内の疑いを自動的に赦免するか、サ
ポートサービスから手動で赦免するように指示されます。FMRIまたはラベルで赦免
する必要があるのは、そのリソースが原因として疑われている現在のすべての
ケースで、そのリソースが疑いでないことがわかった場合だけです。ただし、FRU
をあるケースについて手動で赦免し、ほかのすべてのケースで疑いのままにするに
は、次のオプションを使用してUUIDと FMRIの両方またはUUIDとラベルの両方を
指定します。

fmadm acquit uuid [fmri|label]

障害管理のログファイル
障害管理デーモン (fmd)は、複数のログファイルに情報を記録します。これらのログ
ファイルは、/var/fm/fmdに格納され、fmdumpコマンドを使用して表示します。詳細
は、fmdump(1M)のマニュアルページを参照してください。

■ errlogログファイルには、ereportからなるインバウンドの遠隔測定情報が記録さ
れます。

■ 情報イベントは 2つのログファイルに記録されます。infolog_hivalは重要度の高
いイベント用で、infologはその他のすべての情報イベントを収集します。

■ fltlogログファイルには、障害の診断および修復イベントが記録されます。

障害管理のログファイル
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注意 –管理アクションは、ログファイルの内容ではなく fmadm faultyの出力に基づい
て決定してください。ログファイルには、障害や欠陥と見なすべきでないエラー文
が含まれていることがあります。

ログファイルのローテーションは自動的に実行されます。詳細は、logadm(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

障害の統計情報
障害管理デーモン (fmd)とそのモジュールの多くは、統計情報を追跡します。fmstat

コマンドはこれらの統計情報を報告します。オプションを指定せずに fmstatを実行
すると、ロードされたモジュールのイベント、処理時間、およびメモリー使用量の
高レベルの概要が表示されます。例:

# fmstat

module ev_recv ev_acpt wait svc_t %w %b open solve memsz bufsz

cpumem-retire 1 0 0.0 403.5 0 0 0 0 419b 0

disk-transport 0 0 0.0 500.6 0 0 0 0 32b 0

eft 0 0 0.0 4.8 0 0 0 0 1.4M 43b

fmd-self-diagnosis 0 0 0.0 4.7 0 0 0 0 0 0

io-retire 0 0 0.0 4.5 0 0 0 0 0 0

snmp-trapgen 0 0 0.0 4.5 0 0 0 0 32b 0

sysevent-transport 0 0 0.0 1444.4 0 0 0 0 0 0

syslog-msgs 0 0 0.0 4.5 0 0 0 0 0 0

zfs-diagnosis 0 0 0.0 4.7 0 0 0 0 0 0

zfs-retire 0 0 0.0 4.5 0 0 0 0 0 0

この出力の各列については、fmstat(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。open列と solve列は、診断エンジンでのみ作成および解決される障害管理の
ケースにのみ適用されます。これらの列は、応答エージェントなどのほかのモ
ジュールには無関係です。

-m moduleオプションを使用して、個々のモジュールに関する統計情報を表示できま
す。この構文は、通常、値がゼロの統計値を抑制する -zオプションと共に使用され
ます。例:

# fmstat -z -m cpumem-retire

NAME VALUE DESCRIPTION

cpu_flts 1 cpu faults resolved

この例は、cpumem-retireという応答エージェントによってCPUをオフラインにする
要求が正常に処理されたことを示しています。

障害の統計情報
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